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附属だより
第113号

～子どもたちとこの国の未来のために～
全国国立大学附属学校連盟・全国国立大学附属学校PTA連合会

全附連ホームページ

全附P連最新情報
https://www.facebook.com/
全国国立大学附属学校PTA連合会
-535185576863562/
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全附Ｐ連
令和元年度総会開催
６月1日土  埼玉大学

　
続
い
て
第
2
部
が
開
催
さ
れ
神
余
智
夫
新
会
長
の
就

任
挨
拶
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
文
部
科
学
省
総
合
教
育

政
策
局
教
育
人
材
政
策
課
教
員
養
成
企
画
室
長
の
髙
田

行
紀
氏
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
全
附

P
連
表
彰
が
行
わ
れ
、
会
長
賞
を
受
賞
し
た
大
阪
教
育

大
学
附
属
幼
稚
園
P
T
A
の
「
緑
育
・
記
念
植
樹
」
の

活
動
事
例
他
、大
分
教
育
大
学
附
属
小
学
校
の「
P
T
A

活
動
の
発
展
を
目
的
と
し
た
組
織
・
活
動
改
革
」
宇
都

宮
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
の
「
子
ど
も
た
ち
の
安

全
の
確
保
の
た
め
の
活
動
」
大
阪
教
育
大
学
附
属
平
野

五
校
園
連
合
会
の
「
防
災

−

B
O
S
A
I
」
活
動
事
例

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
金
融
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
、

全
附
P
連
P
T
A
研
修
会
な
ど
各
活
動
に
つ
い
て
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

…

（
中
村
　
裕
治
）

　
総
会
は
2
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
1
部
で
は
、
平
成
30

年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
令
和
元
年
度
役
員
体
制

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
休
会
中
に
令
和
元
年
度
の
新
理
事
・
監
事
に
よ

る
第
1
回
理
事
会
を
開
催
。
本
年
度
新
会
長
に
神
余
智
夫

氏
が
選
任
さ
れ
、
神
余

智
夫
新
会
長
か
ら
事
業

計
画
と
予
算
案
、
さ
ら

に
全
附
P
連
が
法
人
化

に
向
け
た
活
動
を
行
う

こ
と
の
審
議
が
行
わ
れ

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
附
属
学
校
の
評
価
は
公
立
学

校
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
設
置
目
的
で
あ
る
①
大

学・学
部
の
教
育
研
究
に
協
力
、

②
教
育
実
習
の
実
施
、
③
モ
デ

ル
校
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

つ
つ
、
教
員
の
養
成
・
研
修
と

新
し
い
教
育
の
研
究
開
発
に
ど

れ
だ
け
貢
献
し
て
い
る
か
が
重

要
で
す
。
私
は
、
こ
う
し
た
点

に
つ
い
て
、
是
非
、
大
学
の
経

営
陣
の
み
な
ら
ず
、
附
属
学
校

の
教
職
員
、
保
護
者
、
児
童
生

徒
、
教
育
委
員
会
等
に
も
評
価

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
附
属
学
校
の
評

価
は
「
学
校
の
児
童
生
徒
に
質

の
高
い
教
育
を
提
供
し
て
い
た

か
」「
公
開
研
究
会
を
盛
大
に

開
催
し
た
か
」
と
い
う
点
に
な

り
が
ち
で
し
た
。
一
方
、
本
来

の
評
価
は
「
学
校
外
の
児
童
生

徒
や
教
員
、
学
生
や
院
生
に
ど

の
よ
う
な
好
影
響
を
与
え
た

か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
附
属
学
校
は
、
仮
に
保
護
者

や
児
童
生
徒
か
ら
高
い
満
足
度

や
支
持
を
得
て
い
た
と
し
て

も
、
そ
の
本
来
の
役
割
を
果
た

し
て
い
な
け
れ
ば
存
続
の
意
義

は
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
、大
学
、

学
校
、
保
護
者
ら
が
一
体
と

な
っ
て
、
適
切
な
附
属
学
校
の

評
価
を
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
全
附
P
連
会
長
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
神
余
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
P
T
A
活
動
の
第
一
義
は
、「
子
ど
も

た
ち
の
学
習
環
境
の
充
実
と
安
心
・
安
全

の
確
保
」
で
す
。
し
か
し
、
今
年
に
入
っ

て
安
心
・
安
全
に
関
し
て
悲
し
い
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
附
属
学
校
園
は
地
域

と
の
関
係
が
公
立
と
比
較
し
て
薄
い
面
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
一
度
、
保

護
者
・
学
校
・
大
学
・
地
域
・
行
政
と
連

携
し
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
3
月
に
文
部
科
学
大
臣
か
ら
保

護
者
に
向
け
て
、
学
校
働
き
方
改
革
へ
の

ご
理
解
・
ご
協
力
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
全
附
連
で
は
、
連
盟
と

P
T
A
連
合
会
の
連
名
に
よ
る
ご
協
力
の

お
願
い
文
を
添
え
て
、
全
家
庭
配
布
を
各

学
校
園
に
依
頼
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
校
の
働
き
方
改
革
は
保
護
者
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
P
T
A
活
動
も
先

生
方
の
負
担
を
削
減
し
、
よ
り
合
理
的
な

プ
ロ
セ
ス
で
高
い
成
果
を
達
成
で
き
る
よ

う
な
ス
マ
ー
ト
化
を
目
指
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
働
き
方
改
革
に
協
力
す
る
こ
と
で

　
目
を
見
張
る
仕
事
を
成
就
し
た
人
に

共
通
す
る
の
は
一
般
の
想
定
を
こ
え
た

地
点
ま
で
を
見
通
し
た
構
想
力
で
す
。

　
数
年
前
、
筑
波
大
の
特
別
支
援
学
校

を
含
む
附
属
生
約
二
〇
〇
名
と
共
に
参

加
し
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
H
A
L
の

開
発
者
と
し
て
世
界
的
に
著
名
な
同
学

の
山
海
嘉
之
氏
の
講
演
会
で
う
か
が
っ

た
話
は
そ
の
一
例
で
す
。
開
発
ま
で
の

話
は
も
と
よ
り
軍
用
技
術
へ
の
転
用
や

発
明
を
換
金
す
る
選
択
肢
の
可
能
性
な

ど
、
若
い
聴
衆
か
ら
の
質
問
の
数
々
へ

の
山
海
氏
の
回
答
も
興
味
深
い

も
の
で
し
た
。
強
調
さ
れ
た
の

は
目
的
は
H
A
L
の
完
成
そ
れ

自
体
で
は
な
く
社
会
的
な
課
題

の
解
決
で
あ
り
、
そ
こ
に
ゴ
ー

ル
を
定
め
た
な
ら
ば
付
帯
す
る

危
惧
は
問
題
に
は
な
り
え
な
い

と
い
う
趣
旨
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
れ
は
現
在
の
附
属
の
課
題
と
共
通

す
る
も
の
と
い
え
そ
う
で
す
。
私
た
ち

は
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
尽

力
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
ゴ
ー
ル
を

そ
の
先
の
も
っ
と
先
ま
で
を
見
通
し
た

地
点
に
設
定
す
る
必
要
も
あ
る
と
い
う

わ
け
で
す
。で
は
そ
れ
は
ど
こ
な
の
か
、

ま
た
そ
の
地
点
か
ら
振
り
返
っ
て
み
え

る
も
の
は
何
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に

つ
い
て
の
知
見
を
交
流
す
る
場
も
全
附

連
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
員
と
い
う
職
業
が
更
に
魅
力

的
に
な
り
、
地
域
の
教
育
向
上

に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、「
国
立
教
員
養
成
大

学
・
学
部
、
大
学
院
、
附
属
学

校
の
改
革
に
関
す
る
有
識
者
会

議
報
告
書
」
が
2
年
前
に
出
さ

れ
、
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
附
属
学
校
の
改
革
の
必
要
性
が
叫
ば
れ

ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
の
内
容
に
沿
っ
た

改
革
の
支
援
の
た
め
に
、
地
区
別
勉
強
会

な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
ど
の
附
属

学
校
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
よ
り
具
体
的

な
改
革
案
を
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
改
革
が
充
実
で
き

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
支
援
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
連
合
会
で
は
「
子
ど
も
た
ち
と
こ
の
国

の
未
来
の
た
め
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
国
立
大
学
附
属

学
校
園
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
教
育
に

必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
附
属
学
校
園
が
さ
ら
に
公
共
的
に
活

用
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
根
本
的
解
決
手
段
と
考
え
る

附
属
学
校
園
の
「
改
革
」
と
「
周
知
」
を

今
年
度
も
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
と
こ
の
国
の
未
来
の
た
め

に
、
附
属
学
校
園
が
さ
ら
に
輝
き
続
け
る

よ
う
、
全
力
で
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

•••

 附属学校の評価 •••

その先の、
もっと先まで更なる改革支援と、新しい課題対応

全
議
案
、
満
場
一
致
で
可
決

全
附
P
連・新
会
長
に

神
余
智
夫
氏（
香
川
大
学
教
育
学
部

坂
出
幼
小
中
）が
選
任

文
部
科
学
省

総
合
教
育
政
策
局

教
育
人
材
政
策
課

教
員
養
成
企
画
室
長

�

髙
田 

行
紀
様

全
国
国
立
大
学

　
附
属
学
校
連
盟

　
　
理
事
長 

甲
斐 

雄
一
郎

（
筑
波
大
学
附
属
小
学
校
校
長
）

全
国
国
立
大
学
附
属
学
校

　
P
T
A
連
合
会

　
　
会
長 

神
余 

智
夫

（
香
川
大
学
教
育
学
部
附
属

坂
出
幼
小
中
学
校
P
T
A
）

2 〜 3 面

4 面

　
第
67
回
全
国
国
立
大
学
附
属
学
校
P
T
A
連
合
会
（
全
附

P
連
）
総
会
が
、
令
和
元
年
6
月
1
日
埼
玉
大
学　
全
学
講

義
棟
1
号
館
2
0
6
号
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
模

様
を
全
国
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

全
附
P
連

「
不
断
の
改
革
と
周
知
」

�

新
時
代
の
附
属
を
考
え
る

「
先
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

「
先
生
と
の
思
い
出
」

平
井
理
央
氏

呉
本
直
前
会
長

東
京
学
芸
大
学
附
属
高
等
学
校

カンガルー保険
新制度のご紹介

対
談

令
和
元
年
度 

新
体
制

委
員
会
活
動
・
活
動
方
針

開催

附
属
学
校

連
絡
協
議
会

全
附
P
連

作
文
・
絵
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

第
11
回 

附
属
O
B
訪
問

6 〜 7 面

8 面

12面

大阪教育大学附属平野五校園連合会「ひらのBOSAIキャラバン」発表の様子

神余智夫新会長



第113号 令和元年7月8日　（2）附　属　だ　よ　り

令和元年度　委員会活動　

令和元年度　全国国立大学附属学校PTA連合会　役員・理事・監事・顧問・評議員構成

　　　　　　　　　　　　　　　
1． 総務全般
2． 法人化に向けた準備（会則、規則の見直し）
3． 諸会議の設営
 （総会・正副会長会・理事会・評議員会・地区会長会、運営企画会議）
4． 作文・絵作文コンクールの実施
5． 地区間交流事業の実施
6． 土曜・放課後活動等助成金事業の実施
7． いじめ対策活動等助成金事業の実施
8． いじめ防止プログラム関係業務
9． 子どもの貧困に関する調査研究と対策の検討（東京学芸大学との連携）
10． 表彰の企画・運営
11． 文部科学省をはじめとする関係省庁、関係団体との連携
12． 全国国立大学附属学校教育後援会連絡協議会との連携
13． 運営企画会議への参画
14． PTA研修会第10回全国大会への参画
15． 広報活動（ホームページ運営含む）への協力
16． その他

　　　　　　　　　　　　　　　
1． 会計業務全般
2． 法人化に向けた準備（会則、規則の見直し）
3． カンガルー保険関係業務
4． 財政教育プログラム関係業務（財務省との連携）
5． 金融経済教育プログラム関係業務（金融庁との連携）
6． クラウドファンディング等の調査研究
7． 附属学校の産学連携に関する調査研究
8． 運営企画会議への参画
9． PTA研修会第10回全国大会への参画
10． 広報活動（ホームページ運営含む）への協力
11． その他

　　　　　　　　　　　　　　　
1． 広報活動全般（情報収集・情報発信・取材対応）
2． 附属だよりの企画・取材・編集・発行
3． ホームページの企画・運営
4． 絵画コンクールの実施（主管校：京都教育大学附属桃山小学校）
5． 作文・絵作文コンクールの実施
6． 特別広報活動（附属学校に関する戦略的広報活動、SNS等）の企画・運営
7． 運営企画会議への参画
8． PTA研修会第10回全国大会への参画
9． その他

　　　　　　　　　　　　　　　
1． PTA研修会第10回全国大会の企画・運営
2． 全国大会実行委員会の運営
3． PTA研修会第11回全国大会の企画
4． 国立大学附属学校全国同窓会との連携、大同窓会運営協力
5． 附属学校の産学連携に関する調査研究
6． 附属学校の存在意義を高める教育プログラムの開発
7． 運営企画会議への参画
8． 広報活動（ホームページ運営含む）への協力
9． その他

　　　　　　　　　　　　　　　
1． カンガルーシップ活動助成金事業の企画・実施
2． 特別支援学校に関する調査研究
3． 就労支援キャンペーン関係業務
4． あいサポート運動関係業務
5． 関係団体との連携
6． 運営企画会議への参画
7． PTA研修会第10回全国大会への参画
8． 広報活動（ホームページ運営含む）への協力
9． その他

〈特別委員会・実行委員会〉
　　　　　　　　　　　　　　　

1． PTA研修会第10回全国大会の連絡・調整・実施
2． PTA研修会第11回全国大会の企画・連絡・調整
3． その他

　　　　　　　　　　　　　　　
1． 附属学校改革に関する情報収集・情報発信・諸対応
2． 附属学校の働き方改革への協力
3． 特別広報活動（附属学校に関する戦略的広報活動）の企画
4． 附属学校応援組織設立の調査研究・実施
5． 運営企画会議の企画・運営
6． 必要とされる活動についての検討と割り振り
7． 活動についての検証
8． その他

総 務 委 員 会

財 務 委 員 会

広 報 委 員 会

研 修 委 員 会

特 別 支 援 委 員 会

全 国 大 会 実 行 委 員 会

戦略的活動特別委員会

担当副会長（主）
大竹　昌士 萩原　清明 北島　一人 平岡　昌純 大竹　昌士
（茨城中） （兼任） （鳴門教育中） （富山中） （兼任）

担当副会長（副） 萩原清明（兼任） 平岡昌純（兼任） 大竹昌士（兼任） 萩原清明（兼任） 北島一人（兼任）
委員会 総務 財務 広報 研修 特別支援

委員長
桑名　良尚 西村　寧 中村　裕治 谷田部　秀男 増田　梓
（三重中） （滋賀小） （北海道教育旭川中） （香川高松小） （神戸特支）

副委員長

田口　智之 丸山　和俊 高橋　望 三輪　慶一郎 服部　直毅
（岩手中） （信州長野中） （佐賀小） （東京学芸国際中等） （北海道教育札幌中）

三谷　聖一 杉岡　和彦 齋藤　伸
（筑波高） （岡山中） （福島特支）

江口　浩代
（筑波大塚特支）

監　事
安村　俊己 板倉　雄一郎
（東京中等） 税理士

顧　問
井上　恒治 大倉　宏治 竹川　裕之 鈴木　信雅 岡部　太郎

平成28年度 会長 平成30年度 監事 平成29年度 副会長 平成29年度 副会長 平成19・20年度 会長

学校連盟選出
理事

関田　義博 吉田　隆 根本　文雄
（東京学芸小金井小） （奈良女子中等教育） （筑波大塚特支）

評議員
岡部　恭幸 河野　雄二 藤原　嘉文 丸山　研一 菊地　美千世
（神戸幼小） （大分小） （山梨中） （千葉中） （お茶の水女子高）

評議員
北海道地区（会長　服部　直穀） 東北地区（会長　田辺　雅人） 関東地区（会長　髙地　たか子）
梅本　剛 斎藤　剛史 田辺　雅人 安田　敬 髙地　たか子 宮本　一嘉

（北海道教育札幌小） （北海道教育釧路小） （岩手特支） （福島小） （千葉小） （お茶の水小）
北信越地区（会長　佐々木　誠治） 東海地区（会長　隂山　明典） 近畿地区（会長　寺畑　俊雄）
佐々木　誠治 久田　道人 隂山　明典 星　揚一郎 寺畑　俊雄 今井　康次

（福井義務教育前期） （信州長野小） （静岡静岡小） （名古屋中高） （神戸小） （大阪教育平野小）
中国地区（会長　山下　浩史） 四国地区（会長　宮本　昌尚） 九州地区（会長　中川　恵司）

山下　浩史 廽野　智典 宮本　昌尚 笠井　栄作 中川　恵司 田畠　寿太郎
（鳥取小） （広島福山中高） （香川坂出幼小中） （鳴門教育小） （福岡教育久留米中） （佐賀小）

特別委員会・実行委員会

全国大会
実行委員会

戦略的活動
特別委員会

実行委員長 委員長
平岡　昌純（兼任） 大竹　昌士（兼任）

副実行委員長 副委員長
谷田部　秀男（兼任） 萩原　清明（兼任）

全委員会
専門委員

正副会長、直前会長
総務委員会
監事、顧問

横堀　太郎、大嶽　達哉
大会準備員

直前会長
呉本　啓郎

（大阪教育高平野校舎）
会　長

神余　智夫
（香川坂出幼小中）

専務理事
萩原　清明

（奈良女子中等）
事務局

事務局長 田中　一晃

理事会推薦理事 地区推薦理事
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令和元年度　活動基本方針 全国国立大学附属学校PTA連合会

役員・委員長・監事・顧問・地区会長の活動方針
呉本　啓郎　直前会長
前任会長としての職務経験を活かし、
業務全般について会長の諮問に応じ、
連合会の更なる発展のため全力でサ
ポートさせていただきます。

大竹　昌士　�副会長（総務・広報・特別支援委員会担当）／�
戦略的活動特別委員長

附属学校のあり方を考え、現代的教育課題やインクルーシ
ブ教育への取り組みをはじめとし、全国各地域のために公
益的かつ公共的な活動ができるよう支援して参ります。

萩原　清明　�専務理事（総務・財務・研修委員会担当）／�
戦略的活動特別委員会副委員長

連合会の合理的かつ的確な運営を行
い、関係省庁や各関係機関との連携を
より一層深めていきます。

北島　一人　副会長（広報委員会担当）
子どもたちのため、日本の将来のため
に、附属学校の引き継ぐべき伝統と、「令
和」という新たな時代に求められる附
属の在り方を常に考えて参ります。

平岡　昌純　�副会長（研修委員会担当）／�
全国大会実行委員長

附属がめざす「共生」とは何かを考え、また参
加者にとって新しい学び・気づき・出会いのあ
るPTA研修会第10回全国大会を目指します。

桑名　良尚　総務委員長
我々が一丸となり子どもたちの笑顔を守
りましょう。子どもたちとこの国の未来
のためにできることを考え、汗をかく所
存です。助成金事業活用してください。

西村　寧　財務委員長
財務・会計の管理業務を中心に、財政
教育プログラムおよび金融経済教室の
更なる普及促進、そして、ファンドレ
イジング事業の推進に努めて参ります。

中村　裕治　広報委員長
附属学校園内外に正確な情報を全国で
共有し、丁寧な周知・広報活動に努め
て参ります。

谷田部　秀男　研修委員長
「また来たい～ここにしかない大会～」
を合言葉に全国大会の成功にむけて、全
力で頑張ります！1人でも多くのみなさ
んのお越しをお待ちしております！

増田　梓　特別支援委員長
校種を超えた絆を育て、多様な個性を
持つ仲間との関係を育む活動を推進
し、子どもたちの未来と保護者をサ
ポートします。

安村　俊己　監事
本年度は法人化に向けて動き出す一年とな
ります。また多様な全附P連活動において
それぞれが適切に行われていくことをしっ
かり担保するように業務をして参ります。

板倉　雄一郎　監事
現在全附P連はさまざまな活動を行って
おります。税理士の専門的な知見を活用
し、業務・会計監査を行うことにより、
活動を支援して参りたいと思います。

井上　恒治　顧問
「広い視野と長期的な視点で皆を支え
る！」顧問団の一員として、連合会の
更なる発展のため、業務全般について
全力でサポートさせていただきます。

大倉　宏治　顧問
本年度は一般社団法人化を迎えた大切な一年に
なります。これまでの経験を生かして、また職
業会計人としての知見を活かして、附属の子ど
もたちのために尽力していきたいと思います。

竹川　裕之　顧問
今年も強力な顧問団の一員として、全附
P連での経験と知識を生かし、長期的な
視点とチームワークの良さで、皆さまを
サポートしていきたいと思います。

鈴木　信雅　顧問
全附連の役割が年々重要となっており
ますが、全附P連での理事監事6年間
の経験を生かし、今後の活動を陰なが
らサポートして参りたいと思います。

岡部　太郎　顧問
特別支援学校・学級のみならず、さまざ
まなハンディを持った子どもたちを受け
入れる教育環境を率先して作る附属とな
るよう、活動をサポートして参ります。

服部　直穀　北海道地区会長
全附P連と北海道地区の情報共有を更
に進め、一丸となって活動して参りま
す。一年間どうぞ宜しくお願い致しま
す。

田辺　雅人　東北地区会長
東北地区は広く距離が離れております
が、24校園が共に特色を生かしつつ、
情報を共有し、子どもたちの未来の幸
せのために活動させていただきます。

髙地　たか子　関東地区会長
国立附属学校園の伝統を守りながら「令
和」の風を感じられる活動をしていく所
存でございます。関附連千葉大会への皆
さまのご参加をお待ちしております。

佐々木　誠治　北信越地区会長
引き続き「対話」と「交流」を推し進
めていきます。情報を共有し、気づき
から変革へ繋がるように、お手伝いさ
せていただきたいと思います。

隂山　明典　東海地区会長
子どもたちの未来のために、情報化社
会に向けて、ITやSNSなどを活用し、
シンプルかつスマートに運営し、地域
と連携し率先的活動を目指します。

寺畑　俊雄　近畿地区会長
子どもたちを取り巻く環境が著しく変
化していく中で、連合会として何をす
べきか！現代的教育課題についても率
先して取り組んで参ります。

山下　浩史　中国地区会長
子どもたち、そして附属学校の未来の
ために活動していきたいと思います。
まずは風通しを良くして地区内の連携
をより一層強めたいと考えます。

宮本　昌尚　四国地区会長
四国4県のネットワークを活かし、各
学校園で改革を進め、より良い附属学
校園になれるよう、より有益な情報を
共有して参ります。

中川　恵司　九州地区会長
九州地区の今年度のテーマ“「ともに」
新しい時代の創り手となる子どもたち
のためにできること”を合言葉に有意義
な活動を目指します。
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れ
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と
の
相
互
理
解
を
育
む
活
動
を

推
進
お
よ
び
発
信
す
る
。
ま
た
、
自
他

を
共
に
尊
重
す
る
態
度・能
力
の
育
成
、

自
己
有
用
感
・
自
己
肯
定
感
の
育
成
を

目
指
し
た
活
動
を
推
進
し
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
社
会
お
よ
び
一
億
総
活
躍
社
会
の

実
現
の
牽
引
に
務
め
る
。

5
　
国
の
目
指
す
教
育
改
革
の
先
駆
者

と
し
て

　
国
の
目
指
す
教
育
改
革
の
先
駆
者
た

る
附
属
学
校
の
P
T
A
と
し
て
、
連
合

会
は
学
校
の
働
き
方
改
革
に
協
力
す
る

と
と
も
に
教
員
と
い
う
職
業
の
魅
力
度

向
上
に
貢
献
す
る
。
加
え
て
土
曜
日
や

放
課
後
の
有
効
活
用
な
ら
び
に
外
部
人

材
や
資
源
を
発
掘
し
子
ど
も
た
ち
の
新

し
い
学
び
の
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
を

提
唱
す
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
将
来
が

生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
そ
の
現
状
を
調

査
研
究
お
よ
び
実
践
し
、
有
効
な
対
策

と
教
育
を
通
じ
て
貧
困
が
連
鎖
す
る
こ

と
な
く
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
夢
と

希
望
を
持
っ
て
成
長
す
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
活
動
を
推

進
す
る
。
さ
ら
に
は
学
校
の
内
外
を
問

わ
ず
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
を
確

保
す
る
た
め
防
犯
・
防
災
に
関
す
る
教

育
や
活
動
お
よ
び
有
害
な
I
T
環
境
の

問
題
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
活
動
を

推
進
す
る
。

�

会
長
　
神
余
智
夫
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連
絡
協
議
会
は
、
出
口
利
定 

日
本
教
育
大

学
協
会
会
長
（
東
京
学
芸
大
学
学
長
）、
お
よ

び
開
催
地
の
薄
井
俊
二 
埼
玉
大
学
教
育
学
部

長
か
ら
の
挨
拶
で
開
会
し
、
髙
田
行
紀 

文
部

科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
教
育
人
材
政
策
課
教

員
養
成
企
画
室
室
長
よ
り
附
属
学
校
の
改
革
の

方
向
性
に
関
す
る
施
策
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
ま
ず
中
長
期
的
な
方
針
と
し
て

① 

存
在
意
義
、
成
果
提
供
先
・
活
用
方
法
の
明

確
化

② 

多
様
な
選
考
方
法

③ 

幅
広
い
意
味
で
の
モ
デ
ル

④ 

大
学
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

⑤ 

教
育
研
修
に
貢
献
す
る
学
校
へ
の
機
能
強
化

　
次
に
早
急
に
対
応
す
べ
き
こ
と
と
し
て

① 

校
長
の
常
勤
化

② 

教
員
の
働
き
方
改
革
の
モ
デ
ル
提
示

③ 

地
域
住
民
等
の
参
画
を
含
む
学
校
運
営
の
改
革

④ 

成
果
の
追
跡
と
深
化

⑤ 

特
色
等
の
明
確
化
の
た
め
の
仕
組
み

　
さ
ら
に
附
属
学
校
の
機
能
強
化
と
効
率
化
へ

の
取
り
組
み
と
し
て

① 

現
在
の
規
模
や
学
校
等
の
検
証

② 

各
附
属
学
校
間
の
役
割
分
担
、
教
育
研
究
成

果
の
還
元
方
法
、
そ
の
効
果
の
最
大
化
の
た

め
の
入
学
者
選
考
方
法
の
検
証

な
ど
こ
れ
か
ら
の
附
属
学
校
の
改
革
に
対
し
具

体
的
に
取
り
組
む
方
向
性
が
説
明
さ
れ
る
と
と

も
に
、附
属
学
校
園
に
「
不
断
の
改
革
と
周
知
」

を
一
層
期
待
す
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
し
いSociety5.0

の
時
代
に
向
け

て
I
C
T
や
A
I
等
の
最
新
技
術
の
導
入
に
対

応
し
た
学
び
の
あ
り
方
や
働
き
方
の
変
化
に
対

応
し
た
人
材
の
育
成
の
重
要
性
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
を
活
用
し
た
学
校
運
営
の

事
例
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
部
科
学
省
に
よ
る
施
策
説
明
に
続
き
、
国

立
大
学
附
属
学
校
の
在
り
方
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
座
長
の
西
村
公
孝
鳴
門
教
育
大
学
副

学
長
か
ら
の
報
告
で
は
、
国
立
大
学
附
属
学
校

の
自
己
点
検
・
評
価
に
関
し
て
「
見
え
る
化
」

し
た
評
価
指
標
・
評
価
基
準
に
関
す
る
説
明
が

あ
り
、
附
属
学
校
園
の
改
革
に
向
け
た
取
り
組

み
に
対
す
る
判
断
基
準
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
講
演
に
お
い
て
は
、
大
阪
大
学
フ
ァ
ン

ド
レ
イ
ジ
ン
グ
部
門
特
任
専
門
職
員
の
吉
田
富

士
江
氏
か
ら
「
日
本
の
寄
付
事
情
と
大
学
の

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
現
状
、
そ
し
て
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
日
本
に
お
け
る

大
学
へ
の
寄
付
額
、
寄
付
者
数
が
諸
外
国
と
く

ら
べ
、
い
か
に
少
な
い
か
、
さ
ら
に
寄
付
を
取

り
巻
く
政
策
や
制
度
、
考
え
方
の
違
い
な
ど
に

つ
い
て
の
事
例
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
9
月
の
台
風
に
よ
り
附
属

幼
稚
園
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、

自
然
に
囲
ま
れ
た
園
庭
を
一
変
さ

せ
ま
し
た
。
自
慢
の
大
き
な
木
を

失
い
、
変
わ
り
果
て
た
姿
に
み
ん

な
が
心
を
痛
め
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
溢
れ
る
幼
稚
園
を

一
刻
も
早
く
取
り
戻
す
た
め
復
旧

作
業
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
、
保
護
者
お
よ
び
平
野
五
校

園
の
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ
り
、
荒

れ
果
て
た
幼
稚
園
は
僅
か
3
日
で

再
開
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
長
年
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
っ
て
き
た
緑
豊
か
な

幼
稚
園
の
姿
に
は
程
遠
く
、
そ
こ
で

P
T
A
と
し
て
今
の
子
ど
も
た
ち
と

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
に
か
、
考

え
た
末
に
辿
り
着
い
た
答
え
が
「
緑

育
と
植
樹
」
で
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
と
緑
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
緑
育
、
幼
稚
園
へ
の
願
い
を
込

め
て
行
っ
た
植
樹
は
、
被
災
か
ら
復

旧
…
そ
し
て
復
興
へ
と
子
ど
も
た
ち

の
未
来
へ
つ
な
が
り
、
緑
の
持
つ
力

と
美
し
さ
、
自
然
の
尊
さ
を
私
た
ち

に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
植
樹
さ
れ

た
10
本
の
樹
々
が
園
庭
を
彩
り
、
先

人
た
ち
が
大
切
に
育
ん
で
き
た
緑
豊

か
な
幼
稚
園
を
取
り
戻
す
た
め
の
第
一
歩
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
災
害

を
通
し
て
自
然
の
厳
し
さ
を
経
験
し
、
周
り

の
大
人
が
自
分
た
ち
の
た
め
に
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
姿
を
身
近
に
感
じ
た
で

し
ょ
う
。
今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
を
明
る
く
照
ら
せ
る
よ
う

に
附
属
幼
稚
園
の
「
さ
ん
り
ん

し
ゃ
」
は
力
強
く
前
に
進
み
続

け
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
支

え
て
い
た
だ
い
た
一
般
社
団
法

人
日
本
植
木
協
会
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
す
べ
て
の
方
々
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　6月1日（土）9時45分からホテルブリランテ武蔵野 2Fエメラルドに於いて、日本教育大学協会、全国国立大学附属学校連盟の共催、また文部科
学省、国立大学附属学校PTA連合会の協力による連絡協議会が開催されました。協議会では「国立教員養成大学・学部、大学院、附属学校の改革に関
する有識者会議」の報告書をあらためて確認し、今後の附属学校における「不断の改革と周知」の推進と実現にむけた報告、講演が行われました。

「不断の改革と周知」に期待新たな施策でさらなる改革を

附 属 学 校 連 絡 協 議 会 　 開 催

文部科学省総合教育政策局
教育人材政策課

教員養成企画室長

髙田 行紀氏

大阪大学
ファンドレイジング部門

特任専門職員

吉田 富士江氏

国立大学附属学校の在り方検討
ワーキンググループ座長
（鳴門教育大学副学長）

西村 公孝氏

表 彰 者 一 覧
 会 長 賞
  大阪教育大学附属幼稚園PTA

緑育・記念植樹
 事業部門　優秀賞
 岐阜大学教育学部附属学校PTA

大学と学校、PTAで連携して行った
「擁護学級親子デイキャンプ」

 高知大学教育学部附属小学校PTA
防災バザー

  高知大学教育学部附属幼稚園　  
保護者と保育者の会

保護者と保育者でつくる幼稚園図書室
～ 生まれ変わった『絵本の部屋』 ～

 上越教育大学附属中学校PTA
1to1タブレット端末導入サポート

 富山大学人間発達科学部附属幼稚園　みどり会
ぬいぐるみ病院

 組織改革部門　優秀賞
 島根大学教育学部附属幼稚園

少子化に負けないPTA　やる気アップ再編
 2017年絵画コンクール主管
 茨城大学教育学部附属四校園

　

全
附
P
連
で
は
、
P
T
A
活
動
の
顕
彰
と
発
展
を
目
的
と
し
、
①
事
業
部
門 

②
組
織
改
革
部
門 

③
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
部
門
の
部
門
別

に
団
体
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
か
ら
昨
年
度
の
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
「
大
阪
教
育
大
学
附
属
幼

稚
園
P
T
A
」
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成30年度

全
附
P
連

表
彰
紹
介

　
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
長
年
受
け
継
が

れ
て
き
た
伝
統
あ
る
附
属
幼
稚
園
の
P
T
A
活
動
。
こ
れ
を
子
ど
も
た

ち
の
大
好
き
な
「
さ
ん
り
ん
し
ゃ
」
に
た
と
え
、
困
難
な
時
で
も
子
ど

も
た
ち
、
先
生
、
保
護
者
の
3
つ
の
輪
が
う
ま
く
か
み
合
い
な
が
ら
前

に
進
ん
で
き
ま
し
た
。
附
属
幼
稚
園
の
「
さ
ん
り
ん
し
ゃ
」
は
窮
地
か

ら
の
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

未来へ漕ぎ続ける「さんりんしゃ」

緑
育
・
植
樹
で

み
ん
な
の
思
い
が
つ
な
が
る

大阪教育大学附属幼稚園　
PTA会長

牧之瀬 武史
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国立大学附属学校卒業生の皆さまから
ご寄稿いただきました。附属OB訪問 プラス

　
文
部
科
学
事
務
次
官
の
藤
原
で
す
。
文

部
科
学
省
は
昨
年
、
一
昨
年
と
不
祥
事
が

連
続
し
ま
し
た
が
、
昨
年
10
月
に
就
任
し

て
以
来
、
聡
明
な
柴
山
大
臣
の
ご
指
導
の

下
、
組
織
の
立
て
直
し
に
日
々
努
力
し
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
と
国
立
附
属
と
の
関
係
で
す

が
、
昭
和
38
年
度
に
東
京
学
芸
大
学
附
属

小
金
井
小
学
校
に
入
学
し
た
の
が
始
ま
り

で
し
た
。
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
こ

と
は
、
入
学
試
験
（
筆
記
）
の
時
に
、
私

は
左
利
き
だ
っ
た
の
で
左
手
に
鉛
筆
を
持

と
う
と
し
た
の
で
す
が
、
他
の
受
験
生
が

右
手
で
鉛
筆
を
持
っ
て
い
る

の
で
、
無
理
に
右
手
に
持
ち

替
え
た
た
め
、
直
線
引
き
な

ど
で
苦
労
し
た
こ
と
で
す
。

　
そ
の
よ
う
に
し
て
入
学
し

　「
私
以
上
に
附
属
小
学
校
に
お
世

話
に
な
っ
た
者
は
い
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
今
引
き
受
け
ず
し
て
、
い
つ

恩
返
し
で
き
る
の
か
？
」
P
T
A
会

長
就
任
の
打
診
を
賜
っ
た
際
、
最
初

に
感
じ
た
率
直
な
気
持
ち
で
す
。

　
私
の
祖
母
が
附
属
平
野
小
学
校
の

前
身
で
あ
る
大
阪
府
女
子
師
範
学
校

附
属
小
学
校
を
卒
業
し
、
そ
の
流
れ

を
受
け
継
い
で
父
・
私
・
息
子
と
4

代
に
亘
り
附
属
平
野
小
学
校
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
叔
母
・
弟
も
同
校

出
身
、
平
野
で
は
な
い
も

の
の
娘
は
現
役
の
附
中

生
、
甥
2
人
も
附
小
生
で

あ
り
、
合
計
9
名
が
国
立

た
小
金
井
小
学
校
で

す
が
、
幼
稚
園
の
時

は
自
宅
の
近
く
の
私

立
幼
稚
園
に
徒
歩
で

通
っ
て
い
た
た
め
、

い
き
な
り
電
車
通
学

と
な
り
大
変
で
し

た
。
入
学
し
て
か
ら

低
学
年
3
年
間
の
担

任
だ
っ
た
腰
山
太
刀

男
先
生
は
、
今
で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
恩
師

で
す
。
そ
の
頃
は
前
回
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

サ
ッ
カ
ー
が
ブ
ー
ム
で
し
て
、
授
業
の
休

み
時
間
な
ど
暇
さ
え
あ
れ
ば
校
庭
に
先
生

が
出
て
、
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
て
い
ま
し
た
。
雨
の
日
は
校
舎
内

で
一
緒
に
相
撲
の
真
似
事
を
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
暖
か
い
心
持
ち
の
腰
山
先
生

の
下
、
私
の
小
学
校
時
代
は
ほ
と
ん
ど
勉

大
学
附
属
小
学
校

に
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
附
属
平
野
小
学

校
の
教
育
目
標
は

「
一
人
で
考
え
、

人
と
考
え
、
最
後

ま
で
や
り
抜
く

子
」
で
す
が
、
少

な
く
と
も
数
十
年
間
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

生
徒
は
勿
論
、
保
護
者

も
そ
ら
ん
じ
ら
れ
る
こ

の
目
標
が
自
分
の
子
ど

も
を
附
属
平
野
小
学
校

に
通
わ
せ
た
い
と
思
っ

た
理
由
で
す
。

　
P
T
A
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る

と
、
必
然
的
に
学
校
を
訪
れ
る
頻
度

は
高
く
な
り
ま
す
。
教
室
に
目
を
や

る
と
、
参
観
日
で
は
な

い
等
身
大
の
子
ど
も
た

ち
が
い
ま
す
。
自
分
が

小
学
生
だ
っ
た
時
と
同

じ
よ
う
に
、
答
え
を
教

え
な
い
先
生
・
人
と
違

う
意
見
を
ひ
ね
り
出
そ

う
と
す
る
生
徒
・
ワ
イ

ワ
イ
と
試
行
錯
誤
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
と
い
う
場
面
を
数

多
く
見
て
き
ま
し
た
。

P
T
A
活
動
も
同
じ
で

答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
長
ら
く
続
い
て
い
る

こ
の
活
動
は
本
当
に
必

要
か
？
今
の
時
代
に
照

ら
し
て
変
え
る
・
や
め

る
必
要
は
無
い
か
？
」

と
い
う
観
点
で
先
生
方
や
メ
ン
バ
ー

と
意
見
を
出
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

先
生
方
や
保
護
者
の
期
待
に
応
え
ら

れ
た
か
ど
う
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
教
育
目
標
を

常
に
念
頭
に
置
い
て
行
っ

て
き
た
1
年
間
の
活
動
は

自
分
の
成
長
に
つ
な
が
っ

た
と
と
も
に
、
少
し
の
恩

返
し
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
私
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
と
は
異
な

り
、
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
格
段
に
速

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
は
小
学
生
の

息
子
に
や
る
べ
き
こ
と
や
進
む
方
向

を
指
し
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

10
年
後
に
は
予
想
も
つ
か
な
い
世
の

中
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
う

し
た
時
代
に
お
い
て
も
附
属
平
野
小

学
校
生
で
あ
れ
ば
自
ら
進
む
べ
き
道

を
探
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
時
代
の
変
化
に
と
ら
わ

れ
な
い
「
一
人
で
考
え
、人
と
考
え
、

最
後
ま
で
や
り
抜
く
子
」
と
い
う
教

育
目
標
が
今
後
も
受
け
継
が
れ
、
未

来
を
切
り
開
く
子
ど
も
た
ち
が
一
人

で
も
多
く
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

強
し
た
記
憶
が
な
く
、
楽
し
く
学
校
生
活

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
小
金
井
中
学
校
に
進
学
し
て

か
ら
は
、
中
1
の
最
初
の
中
間
試
験
で
何

ら
事
前
勉
強
せ
ず
に
ひ
ど
い
成
績
を
取
っ

た
た
め
、
そ
れ
以
降
は
定
期
試
験
に
向
け

て
そ
れ
な
り
に
勉
強
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
学
芸
大
附
属
中
学
は
4
校
あ
っ
て

附
属
高
校
は
1
校
な
の
で
、
中
3
に
な
る

と
受
験
勉
強
が
あ
り
ま
し
た
。

　
晴
れ
て
進
学
し
た
附
属
高
校
で

も
忘
れ
が
た
い
恩
師
が
い
ま
す
。

高
1
か
ら
高
3
ま
で
学
級
担
任
さ

れ
た
寺
沢
正
巳
先
生
で
す
。
大
学

受
験
の
進
路
指
導
の
際
に
、
私
は

弱
気
に
な
り
志
願
直
前
に
第
1
志

望
を
回
避
し
、
第
2
志
望
を
受
験

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
寺
沢
先

生
か
ら
は
「
そ
ん
な
弱
気
で
は
だ

め
だ
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

第
2
志
望
で
の
受
験
を
強
行
し
、

実
力
不
足
も
あ
っ
て
あ
え
な
く
不

合
格
で
し
た
。
し
か
し
、
浪
人
し

て
か
ら
も
先
生
か
ら
初
心
貫
徹
と

の
指
導
を
頂
き
、
そ
の
お
か
げ
で

1
浪
後
は
無
事
に
第
1
志
望
に
合

格
で
き
ま
し
た
。

　
私
が
今
、
そ
れ
な
り
に
仕
事
が

出
来
て
い
る
の
は
、
附
属
学
校
の

教
育
と
素
晴
ら
し
い
恩
師
の
先
生

方
の
お
か
げ
だ
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

附
属
時
代
の
思
い
出

文部科学省　事務次官
藤原　誠様

平成30年度　
大阪教育大学附属平野小学校　

PTA会長
由岐中 真知様

東京学芸大学附属小金井小学校　校舎

東京学芸大学附属小金井中学校　校舎

東京学芸大学附属高等学校　校舎

現在の大阪教育大学附属平野小学校

繋
が
り
そ
し
て

繋
い
で
ゆ
く
伝
統

当時の大阪府女子師範学校附属小学校
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会長賞
名前 タイトル 学校園名

札場　希実 藤永先生が教えてくれたこと 鳴門教育大学附属特別支援学校

優秀賞（作文部門）
名前 タイトル 学校園名

青戸　愛唯 大好きなヒーロー・遠藤直人先生へ 北海道教育大学附属釧路小学校
柏岡　富士子 先生との思い出を、今この書に 鳴門教育大学附属中学校
中村　妃更 あこがれの先生 愛知教育大学附属名古屋小学校
磯貝　擢 ぼくの先生 愛知教育大学附属名古屋小学校
服部　憲人 せんせいのことば 金沢大学人間社会学域学校教育学部附属幼稚園

優秀賞（絵作文部門）
名前 タイトル 学校園名

奥居　桜子 先生って大きいね 千葉大学教育学部附属小学校
近藤　匠真 先生との思い出 静岡大学教育学部附属特別支援学校
川池　結月 楽しいお芋掘り 鹿児島大学教育学部附属幼稚園
河合　陽南 なお子せんせいのたのしいじゅぎょう 岐阜大学教育学部附属小学校
横須賀　京香 おはなし 茨城大学教育学部附属幼稚園

特別賞
愛知教育大学附属名古屋小学校

上記入賞作品は全附P連ホームページからご覧いただけます。

入 賞 作 品

　
こ
の「
作
文・絵
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
は
、
第
一
回
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
全
国
の
国
立
大
学
の
各
附

属
学
校
か
ら
素
晴
ら
し
い
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、「
先
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」や
、「
先
生
と
の
思
い
出
」

で
す
。

　
私
は
、
三
十
年
あ
ま
り
児
童
文

学
作
家
と
し
て
世
界
中
の
子
ど
も

た
ち
の
心
に
届
け
る
作
品
を
書
い

て
き
ま
し
た
。

　
私
の
作
品
に
は
、
魔
法
使
い
が

出
て
き
た
り
突
然
不
思
議
な
力
が

つ
い
た
り
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に

あ
る
大
切
な
思
い
を
テ
ー
マ
に
し

た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
う
し

た
物
語
の
背
景
は
家
庭
や
学
校
で

す
。
と
り
わ
け
学
校
が
舞
台
の
作

品
が
多
い
の
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
機

会
に
溢
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
今
回
の
応
募
作
品
に
は
、
そ
ん

な
学
校
の
様
子
や
先
生
と
の
学
校

生
活
が
い
き
い
き
と
表
現
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
先
生
に

対
す
る
信
頼
や
尊
敬
や
感
謝
の
気

持
ち
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、

審
査
を
し
な
が
ら
、
心
動
か
さ
れ

る
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
応
募
者
一
人
一
人

に
、
そ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
先
生

と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
あ
た
り
ま

え
だ
と
思
わ
れ
が
ち
な
学
校
生
活

の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
は
、
多
く

の
先
生
方
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
が

あ
る
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
環
境
を
作
る
の

は
、私
た
ち
大
人
で
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
育
ち
ゆ
く
環
境
を

考
え
る
と
き
、
何
よ
り
た
い
せ
つ

な
の
は
、
人
的
環
境
と
し
て
子
ど

も
た
ち
に
か
か
わ
る
私
た
ち
大
人

の
姿
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
今
回
の
素
敵
な
作
品
は
、

き
っ
と
、
先
生
方
に
と
っ
て
も
、

日
々
の
仕
事
の
意
義
に
つ
い
て
考

え
姿
勢
を
正
す
う
え
で
、
大
い
に

励
み
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

審
査
を
お
え
て

1961年徳島県鳴門市生まれ
鳴門教育大学大学院修了
1986年より徳島県公立小学校教諭として教壇に立つ。
鳴門市教育委員会事務局指導主事・鳴門市図書館副館長への出向を経て絵本「おこだでませんように」（小学館）
が2009年度全国青少年読書感想文コンクール課題図書に。2011年　教員を退職し「オフィスKUSUNOKI」を
設立。
児童文学作品を中心とするさまざまなジャンルの作品の創作活動と講演活動を本格的にスタートさせる。
「ええところ」（学研）・「ともだちやんな、ぼくら」（えほんの杜）等教科書掲載作品をはじめ、「Life（ライフ）」
（瑞雲舎）・「あなたの一日が世界をかえる」（PHP研究所）・「海の見える丘」（星の輪会）など100タイトルを超
える児童文学作品は、日本および海外で広く読まれている。

日本児童文芸家協会評議員・徳島児童文学会会長
四国大学文学部非常勤講師（絵本・児童文学創作）
徳島大学総合科学部非常勤講師（道徳教育）

プロフィール �

審 査 委 員 長
児童文学作家

くすのき しげのり氏

全附Ｐ連

〈作文・絵作文コンクール〉

「先生へのメッセージ」
「先生との思い出」

入賞作品紹介

　本年1月、全附P連の新事業として「作文・絵作文コンクール」を開催いた
しました。
　子どもたちが日常の学校生活や家庭生活の中で得た体験や感動、感謝を、作
文を書くことを通じて、人への感謝や基本的人権について理解を深めるととも
に、SNSに頼りがちな昨今、文章表現によるコミュニケーションの魅力を知っ
てもらうことで、字を書く文化の振興を図り、心豊かな生活を身に付けること
を目的としています。
　今年度のテーマは「教師の日」制定支援にちなみ、「先生へのメッセージ」や

「先生との思い出」です。
　先生への感謝の気持ちや、先生と一緒に過ごした楽しい日々のことなど、子
どもたちの素直な感情が満ち溢れる作文・絵作文が寄せられ、11点の入賞作品
が選出されました。

「 教 師 の 日 」 と は
　現在、まだ日本ではあまり知られていませんが、毎年10月5日は「教
師の日」として、1994年にユネスコ（国際連合教育科学文化機関）によ
り制定され、学校、家庭、地域のそれぞれがお互いに尊敬・信頼し合え
るような環境の構築を目的としています。
　すでに世界においては、19世紀から、そして現在では約60カ国におい
て、地元の教育者の担っている重要な職責に対して理解を深めるきっか
けや、教育における重要な日として定められています。
　日本では2017年、政府の教育再生実行会議の第10次提言で提言され、
制定に向けた活動も活発化してきており、教育実習校・現職教員研修校・
教育研究実践校として、また国や地域のモデル校として公教育のさらな
る向上を担う国立大学附属学校のPTAとしても、大きく支援するととも
に、先生方がモチベーション高くいきいきと教育に取り組むことができ
る世の中を目指しています。

審 査 日 2019年1月30日

審 査 員 児童文学作家
くすのき しげのり氏（審査委員長）
全国国立大学附属学校PTA連合会正副会長会・総務委員会

審査会場 鳴門教育大学附属中学校

　
学
校
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
楽
し
い
様
子
が
、
い

き
い
き
と
描
か
れ
た
絵
で
す
。

　
そ
し
て
「
藤
永
先
生
」
が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
生

活
の
中
で
生
き
て
働
く
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
す
。「
藤
永
先
生
」を
は
じ
め
、今
ま
で
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
た
く
さ
ん
の
先
生
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
ま
で
感
じ
ら
れ
る

作
品
で
す
。

会長賞に対する
審査員長コメント
くすのき先生
からひと言

鳴
門
教
育
大
学
附
属
特
別
支
援
学
校

札
場 

希
実 

さ
ん

「
藤
永
先
生
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」

会長賞

審査会の様子
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（
呉
本
）
現
在
、
我
が
国
に
は
、
86
の
国

立
大
学
の
う
ち
教
員
養
成
系
の
国
立
大

学
・
学
部
が
56
あ
り
、
そ
の
附
属
学
校
が

全
国
に
2
5
6
校
園
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

国
立
大
学
附
属
学
校
は
意
外
と
世
間
に
知

ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
平
井
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

（
平
井
）
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
私
の
周
り

は
夫
も
附
属
の
出
身
で
、姉
も
附
属
出
身
。

他
に
も
周
り
に
は
今
で
も
附
属
の
卒
業
生

が
多
い
か
ら
か
、
全
然
そ
ん
な
意
識
は
な

か
っ
た
で
す
。

（
呉
本
）
附
属
と
ご
縁
が
深
い
で
す
ね
。

平
井
さ
ん
が
附
属
へ
入
っ
た
き
っ
か
け
は

何
だ
っ
た
の
で
す
か
。

（
平
井
）
2
歳
年
上
の
姉
が
附
属
の
幼
稚

園
に
通
っ
て
い
て
、
同
じ
幼
稚
園
に
通
い

た
い
と
思
っ
た
の
が
最
初
の
き
っ
か
け
で

し
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
幼
稚
園
に
は
落

選
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、

東
京
学
芸
大
学
附
属
大
泉
小
学

校
に
合
格
し
て
入
学
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

（
呉
本
）小
学
校
で
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
っ
て
何
で
す
か
。

（
平
井
）
す
ご
く
個
性
的
な
小
学
校
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
毎
月
の
よ
う
に
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
、
毎
回
、
全
身
全
霊

を
傾
け
て
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
す
る
。
終

わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
ま
た
次
の
イ
ベ
ン
ト

の
準
備
を
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
迎
え
る
。
授

業
以
外
で
学
ん
だ
こ
と
が
と
て
も
多
か
っ

た
と
い
う
印
象
で
す
。
い
つ
も
イ
ベ
ン
ト

の
と
き
に
決
ま
っ
た
歌
が
あ
っ
て
、
特
に

一
年
生
の
と
き
、
5
月
の
山
登
り
に
向
け

て
一
生
懸
命
、
歌
の
練
習
を
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

（
呉
本
）
附
属
の
子
ど
も
は
、
行
事
ご
と

で
育
つ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
ま
さ
に

そ
ん
な
感
じ
で
す
ね
。

（
平
井
）
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
正
解
は

ひ
と
つ
で
は
な
い
答
え
を
求
め
て
、
皆
で

試
行
錯
誤
す
る
こ
と
を
小
さ
い
頃
か
ら

や
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

（
呉
本
）
平
井
さ
ん
は
小
学
生
の
頃
、
海

外
で
暮
ら
し
た
ご
経
験
を
お
持
ち
だ
そ
う

で
す
ね
。

（
平
井
）
父
の
仕
事
の
関
係
で
2
年
生
か

ら
3
年
生
ま
で
イ
ン
ド
で
暮
ら
し
、
4
年

生
の
時
に
復
学
し
ま
し
た
。
復
学
し
た
と

き
は
同
級
生
に
比
べ
て
自
分
の
学
力
不
足

を
感
じ
ま
し
た
。
で
も
、
少
し
ず
つ
遅
れ

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
の
び

の
び
と
し
た
附
属
の
教
育
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
附
属
の
授
業
が

詰
め
込
み
型
の
学
習
だ
っ
た
ら
萎
縮
し
て

し
ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
授
業
に
対

し
て
き
ち
ん
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
た

し
、
中
に
は
か
ら
か
っ
た
り
し
て
く
る
子

も
い
た
け
れ
ど
、
そ
う
で
な
く
フ
ラ
ッ
ト

な
目
線
を
持
つ
子
が
多
く
い
て
環
境
も
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
は
多
様
性
や
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
も
親
と
し
て
自
分
の
子
ど
も
に
は

い
ろ
い
ろ
な
友
達
と
接
し
た
り
、
多
面
的

に
教
え
て
く
れ
る
先
生
方
に
教
わ
っ
た
り

し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
呉
本
）
ご
自
身
の
経
験
に
基
づ
く
、
附

属
ら
し
い
発
想
で
す
ね
。
中
学
校
生
活
は

い
か
が
で
し
た
か
。

（
平
井
）
中
学
校
は
こ
ん
な
に
自
由
で
よ

い
の
か
と
思
う
く
ら
い
自
由
で
し
た
。
学

校
で
の
決
ま
り
ご
と
は
部
活
に
入
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
く
ら
い
で
、
と
て
も

自
由
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
呉
本
）
そ
う
い
う
決
ま
り
が
あ
っ
た
の

で
す
ね
。
部
活
は
何
を
し
て
お
ら
れ
た
の

で
す
か
。

（
平
井
）
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。運
動
は
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
は
興
味
が
あ
っ
た
の
で

始
め
て
み
ま
し
た
。

（
呉
本
）
今
、
学
校
現
場
の
働
き
方
改
革

な
ど
も
あ
っ
て
部
活
は
縮
小
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

（
平
井
）
自
分

の
経
験
か
ら
す

る
と
、
部
活
を

通
じ
て
で
き
た

友
人
は
今
で
も

続
い
て
い
て
、

部
活
を
し
て
い

な
か
っ
た
ら
繋

が
っ
て
い
な

か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

（
呉
本
）
一
緒
に
汗
を
か
い
た
同
志
み
た

い
な
感
じ
で
す
ね
。

（
平
井
）そ
う
で
す
ね
。
決
し
て
強
い
チ
ー

ム
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
部
活
の
目

的
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
私
は
ス
ポ
ー

ツ
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
く
り
方

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
呉
本
）
他
に
中
学
校
で
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

（
平
井
）
中
学
校
の
授
業
は
好
奇
心
を
刺

激
さ
れ
る
授
業
が
多
か
っ
た
と
い
う
印
象

で
す
。
先
生
が
い
き
な
り
英
語
の
歌
を
か

け
て
「
何
と
言
っ
て
い
る
か
皆
で
聞
き

取
っ
て
み
よ
う
」
と
言
っ
て
カ
タ
カ
ナ
で

音
を
書
い
て
、
自
然
と
本
場
の
発
音
に
耳

が
慣
れ
て
く
る
な
ん
て
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
地
理
の
授
業
で
は
世
界
各
国
の
国
名

テ
ス
ト
が
あ
っ
て
、
世
界
の
隅
々
ま
で
国

名
を
覚
え
た
り
し
ま
し
た
。
取
材
の
と
き

に
、
周
囲
が
あ
ま
り
知
ら
な
い
よ
う
な
国

で
も
「
あ
っ
、
そ
の
国
っ
て
こ
こ
ら
へ
ん

に
あ
る
国
で
す
よ
ね
。
知
っ
て
い
ま
す
」

と
か
、
今
で
も
当
時
の
経
験
が
生
き
て
い

ま
す
。
で
も
、
覚
え
る
と
い
っ
て
も
、
あ

ま
り
強
制
的
で
は
な
く
、
授
業
で
刺
激
さ

れ
て
自
ら
探
求
す
る
と
い
っ
た
感
じ
で
し

た
。

（
呉
本
）
小
学
校
で
の
印
象
は
行
事
、
中

学
校
で
は
授
業
で
の
刺
激
が
印
象
的
だ
っ

た
の
で
す
ね
。
高
校
の
と
き
は
ど
う
で
し

た
か
。

（
平
井
）
高
校
時
代
の
印
象
は
何
よ
り
友

達
で
す
ね
。
と
に
か
く
生
徒
の
自
主
性
に

ま
か
せ
る
学
校
で
し
た
。
中
に
は
金
髪
や

ア
フ
ロ
ヘ
ア
ー
の
子
が
い
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
一
方
で
中
学
時
代
の
模
試
で
全

国
上
位
の
子
が
普
通
に
い
た
り
し
て
、
雰

囲
気
は
自
由
な
ん
だ
け
れ
ど
自
分
が
し
っ

か
り
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
焦
り
を

感
じ
ま
し
た
。

（
呉
本
）
中
学
校
で
は
先
生
、
高
校
で
は

周
り
の
友
達
に
刺
激
さ
れ
た
感
じ
で
す

ね
。
と
こ
ろ
で
、
今
、
国
立
大
学
附
属
学

校
が
存
在
意
義
を
問
わ
れ
、
国
税
で
運
営

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
対
す
る
批
判
の

声
も
あ
り
ま
す
が
、
平
井
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
伺
い
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

（
平
井
）
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
こ
と

も
大
切
か
な
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
私
は
附
属
で
の
経
験

が
今
も
生
き
て
い
る
し
、
そ

こ
に
は
自
分
の
子
ど
も
も
通

わ
せ
た
い
と
思
う
よ
う
な
す

ば
ら
し
さ
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
ほ
し

い
。
国
立
に
限
ら
ず
公
私
立
の
学
校
も
、

ど
う
い
う
教
育
を
し
て
ど
う
い
う
成
果
が

出
て
い
る
の
か
、
そ
の
学
校
を
卒
業
し
て

ど
ん
な
人
が
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て
い
る

の
か
、
そ
ん
な
情
報
が
わ
か
り
や
す
く
発

信
さ
れ
て
い
た
ら
よ
い
で
す
ね
。

（
呉
本
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最

後
に
附
属
へ
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と

先
生
方
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
平
井
）
私
は
今
で
も
附
属
時
代
の
同
級

生
と
頻
繁
に
連
絡
を
と
っ
て
い
ま
す
。
附

属
で
で
き
た
友
達
と
の
絆
は
ず
っ
と
続
い

て
い
く
の
で
、今
を
思
い
き
り
楽
し
ん
で
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

（
呉
本
）
先
生
方
へ
は
い
か
が
で
す
か
。

（
平
井
）
附
属
の
先
生
は
本
当
に
大
変
な

お
仕
事
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
先
生
が

言
っ
た
こ
と
や
授
業
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と

い
う
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
附
属
の
子
ど
も
た
ち
へ
、
そ
ん
な
授
業

や
経
験
を
た
く
さ
ん
提
供
し
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
呉
本
）
保
護
者
へ
も
お
願
い
し
ま
す
。

（
平
井
）
私
も
親
に
な
っ
て
わ
か
る
こ
と

や
、
今
に
な
っ
て
気
付
く
自
分
の
両
親
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
お
子
様

た
ち
が
通
わ
れ
て
い
る
附
属
の
教
育
は
す

ば
ら
し
い
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
子
様
や
学
校
を
信
じ
て
見
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
呉
本
）
平
井
さ
ん
は
、
ご
自
身
の
お
子

様
を
附
属
に
通
わ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

（
平
井
）
ご
縁
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
通
わ

せ
た
い
で
す
。
附
属
幼
稚
園
は
園
ま
で
の

距
離
や
保
育
時
間
と
仕
事
と
の
兼
ね
合
い

を
考
え
る
と
、
な
か
な
か
難
し
い
部
分
が

あ
る
の
で
す
が
…
。

（
呉
本
）
今
、
附
属
学
校
改
革
の
中
、
幼

保
連
携
や
延
長
保
育
な
ど
、
多
く
の
附
属

幼
稚
園
が
働
く
女
性
も
通
わ
せ
や
す
い
こ

と
を
視
野
に
入
れ
た
改
革
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

（
平
井
）
3
年
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
！

（
笑
）

今
も
生
き
る
附
属
学
校
の
教
育
と
環
境

�
行
事
、
授
業
、
友
達
に
刺
激
さ
れ
た
附
属
で
の
日
々

第11回 附属OB訪問
東京学芸大学附属小中高の卒業生で、現在、フリーアナウン
サーとしてご活躍の平井理央さんを訪問させていただきまし
た。ご自身の附属学校時代を振り返りながら、小中高それぞ
れでの印象的な思い出について、また、現在は一児の母とな
られたご自身の保護者としての目線からも附属学校について
伺うことができました。呉本 会長

（当時） × 平井 理央氏

対
談

1982年11月15日、東京生まれ。
東京学芸大学附属大泉小・中学校、
東京学芸大学附属高等学校を経て
慶應義塾大学法学部卒業。2005
年フジテレビへ入社後「すぽる
と！」のキャスターを務め、オリ
ンピックなどの国際大会の現地中
継等、スポーツ報道に携わる。
2013年より、フリーで活動中。
趣味はカメラとランニング。
2015年5月「楽しく、走る。」を
新潮社より刊行。

プロフィール  
平井 理央氏



（9）　第113号 令和元年7月8日附　属　だ　よ　り
　
平
成
31
年
3
月
15
日
、
ハ
イ
ア
ッ

ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
に
て
、
約

80
名
の
出
席
者
の
も
と
「
国
立
大
学

附
属
学
校
全
国
同
窓
会
設
立
総
会
」

が
開
催
さ
れ
、
設
立
及
び
会
則
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
同
窓
会
初
代
会
長
に
塩
谷
立

氏
（
衆
議
院
議
員
・
静
岡
大
学
教
育

学
部
附
属
静
岡
中
学
卒
）
が
就
任
し

「
国
立
大
学
附
属
学
校
は
、
長
年
に

わ
た
り
積
極
的
で
か
つ
充
実
し
た
活

動
を
続
け
、
日
本
の
教
育
に
多
大
な

る
貢
献
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
国
立
大
学
の
法
人
化
や
運

営
交
付
金
の
在
り
方
に
よ
っ
て
、
短

期
的
な
評
価
が
困
難
な
附
属
学
校
に

お
い
て
は
、
非
常
に
厳
し
い
環
境
下

に
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

　
今
後
の
日
本
の
教
育
の
た
め
に
は

附
属
学
校
の
役
割
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
の
と
、
力
を
あ
わ
せ
応
援
の
輪

を
広
げ
る
と
と
も
に
、
改
革
を
推
し

進
め
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
同
会
令
和
元
年
度
役
員
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

　
今
、
国
立
大
学
附
属
学
校
の
お
か
れ
て
い

る
立
場
は
非
常
に
厳
し
く
、
一
昨
年
の
有
識

者
会
議
で
は
「
少
子
化
の
中
、
今
ま
で
通
り

に
国
立
大
学
附
属
学
校
が
必
要
な
の
か
」「
一

部
の
エ
リ
ー
ト
の
た
め
に
国
費
を
使
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
る
学
校
は
い
か
が
な
も
の
か
」

な
ど
の
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
た
ち
と
こ
の
国
の
未
来
の
た
め

に
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、附
属
学
校
の「
改

革
」
と
「
周
知
」
を
通
じ
て
今
の
世
の
中
に

さ
ら
に
理
解
さ
れ
る
附
属
学
校
を
め
ざ
し
て

活
動
し
て
い
る
私
た
ち
と
と
も
に
、
こ
の
全

国
同
窓
会
会
員
の
お
一
人
お
ひ
と
り
が
、
さ

ら
に
附
属
学
校
の
大
フ
ァ
ン
、
大
応
援
団
と

な
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

　
附
属
学
校
の
い
い
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
た
だ
そ
れ
を
自
慢
し
て
い
て
も
自

己
満
足
に
し
か
な
ら
ず
、
周
囲
の
人
た
ち
に

と
っ
て
附
属
学
校
の
必
要
性
ま
で
に
は
結
び

つ
き
ま
せ
ん
。

　
我
々
附
属
側
が
謙
虚
に
な
り
、
ど
う
す
れ

ば
地
域
に
役
立
つ
存
在
に
な
る
の
か
、
今
の

時
代
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
も
っ
と

真
摯
に
考
え
、
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
国
立
附
属
学
校
は

も
っ
と
公
共
性
を
持
っ
て
、
地
域
に
還
元
で

き
る
よ
う
で
な
く
て
は
、
存
在
意
義
を
疑
わ

れ
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
日
本
の
教
育

に
求
め
ら
れ
て

い
る
「
附
属
学

校
」
の
実
現
に

向
け
共
に
頑

張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

令和元年度役員（五十音順・敬称略）
顧　　問 尾辻秀久・原田憲治・三原朝彦・森　英介・吉村作治
会　　長 塩谷　立
副 会 長 逢沢一郎・石破　茂・新田八朗・日比野克彦・船田　元・茂木健一郎
幹 事 長 山本晴章
副幹事長 大野敬太郎・神余智夫

幹　　事

大串博志・笠井　亮・風間直樹・加藤敏彦・金子恵美・神山佐市・
源馬謙太郎・後藤田正純・齋藤　健・佐藤公治・末松信介・
杉尾秀哉・鈴木貴子・辰巳琢郎・寺田　稔・中田敦彦・野村修也・
平井卓也・福島みずほ・藤井比早之・藤田幸久・前原誠司・
丸野　亨・山崎直子・山田修路

事 務 局 局長；鈴木信雄　次長；桑名良尚

会
長
に

塩
谷 

立
氏

（
静
岡
附
属
中
卒
）

設立総会
を開催！

国立大学附属学校全国同窓会

全
国
国
立
大
学
附
属
学
校
P
T
A
連
合
会

�

会
長
　
呉
本 

啓
郎
（
当
時
）

全
国
国
立
大
学
附
属
学
校
連
盟

�

事
務
局
長
　
田
中 

一
晃

推 薦 団 体 挨 拶

熊本大学教育学部附属中学校PTAからのお礼

と
か
ら
先
生
方
・
P
T
A
が
協

力
し
て
数
日
間
運
営
に
あ
た
り

ま
し
た
。
そ
の
避
難
時
に
重
要

な
も
の
の
1
つ
が
ト
イ
レ
で
し

た
。
外
部
ト
イ
レ
が
な
い
た
め

校
舎
等
の
ト
イ
レ
を
使
用
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
皆

さ
ま
に
た
い
へ
ん
不
便
を
か
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
経
緯
か
ら
、
ま
た
今
後
起
こ

り
う
る
災
害
に
も
対
応
で
き
地

域
の
方
々
が
避
難
時
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
と
外
部
ト
イ
レ
を

建
設
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
建

設
場
所
な
ど
の
諸
問
題
で
紆
余

曲
折
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
31

年
4
月
27
日
竣
工
と
な
り
、
全

国
の
附
属
学
校
園
の
皆
さ
ま
か

ら
の
心
あ
た
た
ま
る
義
援
金
・

ご
支
援
を
有
意
義
に
活
用
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
熊
本

地
震
を
通
じ
て
全
国
の
附
属
学

校
園
の
絆
の
強
さ
と
温
か
さ
を

　
平
成
28
年
4
月
14
日
21
時
26

分
最
大
震
度
7
（
前
震
）、
同

年
4
月
16
日
1
時
25
分
最
大
震

度
7
（
本
震
）
と
2
つ
の
大
き

な
地
震
に
遭
遇
し
、
甚
大
な
被

害
が
で
た
熊
本
地
震
。
停
電
・

断
水
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止

ま
り
余
震
も
多
く
、
学
校
も
休

校
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
支
援
・
励
ま
し
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、
中
で
も
全

国
の
た
く
さ
ん
の
附
属
学
校
園

か
ら
義
援
金
・
お
手
紙
や
絵
な

ど
い
た
だ
い
た
こ
と
が
ど
れ
だ

け
元
気
と
希
望
を
も
た
ら
し
て

く
れ
た
か
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

校
舎
や
備
品
な
ど
に
被
害
は
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
ほ
ぼ

地
震
前
の
状
態
に
戻
っ
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
義
援
金
は
被

害
を
受
け
た
備
品
の
修
理
・
補

て
ん
や
災
害
備
蓄
品
・
防
災
用

品
な
ど
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
約
1
ヶ
月
ぶ

り
の
学
校
再
開
に
お
い
て
も
、

ま
だ
ま
だ
余
震
が
1
日
大
小
10

数
回
と
発
生
す
る
中
、
元
気
に

登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
を
思
い

出
し
ま
す
。
こ
れ
も
皆
さ
ま
の

ご
支
援
の
賜
物
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
余
り
あ
る
義
援

金
を
ど
う
有
効
活
用
す
る
か
の

議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
地
震
発
生
時
当
校
は
広
域
避

難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
近
隣
の
広

域
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
公
立
学
校
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
対
応
し
き
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
当
校
も
急
遽
避
難
場
所

と
し
て
開
放
い
た
し
ま
し
た
。

小
学
校
も
同
じ
敷
地
に
あ
る
こ

心あたたまる義援金　～熊本地震から3年が過ぎた今．．．～

実
感
い
た
し
ま
し
た
。
簡
単
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
感
謝
の
意
と
ご

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
全
国
国
立
大
学
附
属
学

校
P
T
A
連
合
会
の
発
展
を
担
う

こ
と
で
ご
恩
返
し
さ
せ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
度
は

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊
本
大
学
教
育
学
部

附
属
中
学
校
　

令
和
元
年
度
P
T
A
会
長
　

…

竹
岡 

博
幸
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東
京
2
0
2
0
大
会
ま
で
、
あ

と
1
年
と
な
り
ま
し
た
。
組
織
委

員
会
で
は
、
東
京
2
0
2
0
大
会

が
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
や

多
様
性
を
理
解
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
な

ど
、
子
供
た
ち
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
財

産
と
な
る
よ
う
、
東
京
2
0
2
0

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
よ
う
い
、
ド

ン
！
）
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
取
組
と
し
て
ま
ず
、

教
育
現
場
等
で
ご
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
に
関
す
る
教
材

や
授
業
プ
ラ
ン
を
引
き
続
き
開

の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
他
方
で
、
2 

0
1 

6
年
に

公
表
さ
れ
た
金
融
広
報
中
央
委
員
会

の
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
調
査
」
に
よ

れ
ば
、
金
融
教
育
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
方
の
う
ち
、
学
校
等
に
お
い
て

金
融
教
育
を
受
け
る
機
会
が
あ
っ
た

と
の
回
答
は
わ
ず
か
8
・
3
%
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
今
は
電
子
マ
ネ
ー
や
Q
R
コ
ー

ド
決
済
に
代
表
さ
れ
る
「
見
え
な
い

お
金
」の
浸
透
等
に
よ
っ
て
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
よ
る「
手
の
ひ
ら
金
融
」

の
流
れ
も
急
加
速
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
や
成
年
年
齢
の
18
歳
へ
の
引

下
げ
と
い
っ
た
環
境
変
化
を
踏
ま
え

ま
す
と
、
若
年
期
か
ら
金
融
リ
テ
ラ

　
全
附
P
連
さ
ん
の
ご
協
力
の
も

と
、
金
融
庁
が
昨
年
4
月
に
開
始

し
ま
し
た
附
属
学
校
に
お
け
る

「
金
融
経
済
教
室
」
も
本
年
6
月

末
ま
で
に
18
校
で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
全
附
P
連
さ
ん

や
附
属
学
校
の
先
生
方
を
は
じ

め
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
全

て
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
代
社
会
に
お
い
て
、
自
立
し

た
生
活
を
営
む
上
で
は
、
金
融
と

　
子
供
の
貧
困
率
は
、
平
成
27
年

時
点
で
13
・
9
％
。
お
よ
そ
7
人

に
1
人
が
「
相
対
的
な
貧
困
」
の

状
態
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
親
の
収
入
が
少
な
く
十
分
な
教

育
を
受
け
ら
れ
な
い
、
進
学
や
就

職
の
チ
ャ
ン
ス
に
も
恵
ま
れ
ず
、

十
分
な
収
入
を
得
ら
れ
ず
子
供
世

代
も
貧
困
に
な
る
、
と
い
う
貧
困

の
連
鎖
が
生
じ
て
い
る
の
で
す
。

　
国
は
、
教
育
の
支
援
（
奨
学
金

の
充
実
等
）
を
は
じ
め
、
子
供
の

貧
困
対
策
の
充
実
強
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
子
供
の
貧
困

は
そ
の
実
態
が
見
え
に
く
く
捉

え
づ
ら
い
、
ま
た
、
必
要
な
支

援
が
行
き
届
か
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
、
行
政
、

N
P
O
等
の
支
援
団
体
、
企
業

等
が
連
携
し
て
、
子
供
た
ち
へ

の
支
援
の
輪
を
広
げ
る
べ
く

「
子
供
の
未
来
応
援
国
民
運
動
」

を
推
進
し
、
そ
の
一
環
と
し
て

「
子
供
の
未
来
応
援
基
金
」

で
全
国
の
支
援
団
体
に
対
し

て
子
供
食
堂
や
学
習
支
援
の

活
動
資
金
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
基
金
の
原
資
は
、
古

本
の
査
定
額
が
基
金
に
寄
付

さ
れ
る
「
こ
ど
も
の
み
ら
い

古
本
募
金
」
な
ど
の
方
法
で
集

め
ら
れ
て
お
り
、
全
国
の
附
属

学
校
の
皆
様
か
ら
も
こ
れ
ま
で

に
約
28
万
円
の
御
寄
附
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
基
金
へ
の
御
協
力
の
メ
ニュ
ー

は
そ
の
他
に
も
、
募
金
箱
や
寄

付
型
自
販
機
の
設
置
、古
着（
子

供
服
に
限
る
）
の
寄
付

な
ど
幅
広
く
御
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
内
閣
府
子
供
の

貧
困
対
策
推
進
室
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　
多
大
な
る
御
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
、
全
て
の
子
供
が
夢
や

希
望
を
持
っ
て
成
長
し
て
い
け

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
今

後
と
も
御
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
全
附
連
と
財
務
省
の
連
携
に

よ
る「
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
本
年
6
月
に
五
年
目
に
入

り
ま
す
。
現
在
は
、
年
間
一
八

○
校
以
上（
公
立・私
立
含
む
）、

約
一
万
五
千
名
の
児
童
・
生
徒

へ
実
施
す
る
程
に
成
長
し
ま
し

た
。

　
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
真
剣
に

課
題
に
向
き
合
い
、
仲
間
と
の

議
論
を
通
じ
て
、
世
代
や
様
々

な
社
会
的
立
場
の
違
い
を
考
慮

し
、
自
分
た
ち
な
り
の
答
え
を

見
出
そ
う
と
す
る
姿
、そ
し
て
、

意
見
を
堂
々
と
述
べ
合
う
子
供

た
ち
の
姿
を
見
る
度
に
、
我
が

国
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

頼
も
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
現
在
、
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
が
、
財
政
に
関
心

を
持
ち
、
自
ら
考
え
る
こ
と
は

よ
り
良
い
未
来
の
た
め
に
は
必

要
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
子
供
た
ち
と
こ
の

国
の
未
来
の
た
め

に
、
今
後
も
よ
り
良

い
授
業
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
ご

支
援
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　「
価
値
デ
ザ
イ
ン
社
会
」。
知
的

財
産
戦
略
本
部
（
本
部
長
：
内
閣

総
理
大
臣
）
で
決
定
さ
れ
た
「
知

的
財
産
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」の
中
で
、

我
が
国
が
目
指
す
と
し
て
い
る
社

会
で
す
。
第
4
次
産
業
革
命
に

よ
っ
てSociety 5.0

へ
と
社
会

が
移
行
し
て
い
く
中
、「
経
済
的

価
値
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
様
な
価

値
が
包
摂
さ
れ
、
そ
こ
で
多
様
な

個
性
が
多
面
的
能
力
を
フ
ル
に
発

揮
し
な
が
ら
、『
日
本
の
特
徴
』

を
も
う
ま
く
活
用
し
、
様
々
な
新

し
い
価
値
を
作
っ
て
発
信
し
、
そ

れ
が
世
界
で
共
感
さ
れ
、
リ
ス

ペ
ク
ト
さ
れ
て
い
く
」、
そ
ん

な
社
会
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
従
前
の
社
会
で
は
、
複
数
の

評
価
軸
で
万
遍
な
く
評
価
さ
れ

る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、「
価
値
デ
ザ
イ

ン
社
会
」
で
新
し
い
価
値
創
出

の
源
泉
と
な
る
の
は
「
多
様
な

個
性
」
で
あ
っ
て
、
あ
る
評
価

軸
に
お
い
て
尖
っ
た
人
材
が
評

価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
脱

平
均
」が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、「
脱
平
均
」
を
ど
の

よ
う
に
実
現
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
た
ち
は
個
性
を
有

し
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
、

楽
し
い
と
思
え
る
こ
と
を
見
つ

け
、
気
づ
き
、
伸
ば
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
、
初
等
中
等
教

育
段
階
か
ら
行
う
の
が
そ
の
一

歩
で
し
ょ
う
。
先
月
、
知
的
財

産
戦
略
本
部
で
決
定
さ
れ
た

「
知
的
財
産
推
進
計
画
2

…

0

…
1
…

9
」
は
「
脱
平
均
」、「
融
合
」、

「
共
感
」
の
3
つ
の
柱

か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
の

う
ち
「
脱
平
均
」
を
後

押
し
す
る
た
め
、「
知

財
創
造
教
育
」
を
は
じ
め
と
す

る
施
策
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
と
は
異
な
る
教
育
の

推
進
に
は
、
教
員
や
保
護
者
の

皆
様
の
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
皆
様
も
一
緒
に
「
価
値
デ

ザ
イ
ン
社
会
」
を
目
指
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

シ
ー
を
高
め
て
行
く
こ
と
は
よ
り
一

層
重
要
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　
附
属
学
校
で
始
ま
っ
た
こ
の
「
金

融
経
済
教
室
」
を
日
本
中
の
学
校
に

根
づ
か
せ
て
行
け
る
よ
う
に
、
さ
ら

な
る
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・

ご
指
導
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

発・ご
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
、
今
年
度
は
2

つ
の
事
業
、「
東
京
2 

0
2
0

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
と
「
東
京
2 

0…

2 

0
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
前
者
は
、（
学
校
で
実
施
さ

れ
て
い
る
）
運
動
会
や
体
育
祭
に
お

い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
精
神
や
要
素
を
取
り
入
れ

た
特
色
あ
る
種
目
等
を
応
募
い
た
だ

き
、
優
れ
た
取
組
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。
後
者
は
、高
校
生
を
対
象
に
、

「
平
和
の
祭
典
」
と
し
て
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
に
つ

い
て
自
ら
考
え
、
自
ら
の
こ
と
ば
で

世
界
に
発
信
し
て
も
ら
う
べ
く
、
英

語
の
ス
ピ
ー
チ
動
画
を
応
募
い
た
だ

き
、
表
彰
す
る
も
の
で
す
。（
日
頃
、

教
育
現
場
で
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い

る
）
附
属
学
校
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
是
非
と
も
参
加
を
ご
検
討

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
教
材
や
取
組
に

つ
い
て
は
、
組
織
委
員
会
の
東
京

2
0
2
0
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
特
設
サ

イ
ト
「
T
O
K
Y
O 

2
0
2
0 

f
…

o
r 

K
I
D
S
」に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
来
年
3
月
に
は
全
国
を

ま
わ
る
聖
火
リ
レ
ー
も
始
ま
り
ま

す
。
今
後
も
、
よ
り
一
層
子
供
た
ち

が
東
京
2
0
2
0
大
会
に
参
画
で
き

る
機
会
を
創
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
会
の
成
功
に
向
け
、
引
き
続
き
ご

理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

金融庁総合政策局総合政策課　
課長補佐

安野　淳様

内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付
参事官（子どもの貧困対策担当）付

参事官補佐
平田 菜摘様

財務省　大臣官房地方課
広報連絡係　課長補佐
菅原 元樹様

未来を考えるきっかけに

内閣府知的財産戦略推進事務局
参事官（産業競争力強化担当）

仁科 雅弘様

寄 稿

公益財団法人
東京オリンピック・

パラリンピック競技大会
組織委員会副事務総長

布村 幸彦様
東
京
2
0
2
0
大
会
に
向
け
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

教
育
の
推
進

金
融
経
済
教
室
に
つ
い
て

官
民
連
携
で
取
り
組
む

子
供
の
貧
困
対
策

「
価
値
デ
ザ
イ
ン
社
会
」

 

を
目
指
し
て
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上記各助成金の詳細については7月上旬に各附属学校園へ郵送にてご案内させていただいておりますので、ご確認下さい。

いじめ防止プログラム助成金事業
　平成28年度より、単位PTAが実施するいじめ防止に関する事業に対し助成を行っ
ています。全附P連はこの事業を通じ、いじめ対策に関する取り組みが全国的に活
発化していくことを願っています。

いじめ対策活動等
NO. 学校名 活動名

1 琉球大学教育学部附属中学校 琉大附属小学校及び琉大附属中学校　合同研究会
「現代の子育てで特に大切なこと」

2 福島大学附属小学校 第6学年特別活動講師招聘授業、
特別の教科道徳授業参観並びに第5学年保護者集会

3 金沢大学附属中学校 育友会保護者向けいじめ予防プログラム

4 大阪教育大学附属幼稚園 子ども自尊感情向上プログラム

5 熊本大学教育学部附属中学校 いじめ防止プログラム

6 神戸大学附属小学校 育友会幼小保護者向けいじめ対策講習会

7 北海道教育大学附属函館中学校 ICTを活用し「PTA・生徒会・教職員」連携を促したい
いじめ対策活動

土曜・放課後活動等助成金事業
　附属学校園が行う土曜・放課後活動等に対して助成を行っています。これらの活
動を通じて、子どもの貧困問題を起因とする学習機会の不均等是正を目指していま
す。多くの子どもたちが、多様な学習、文化やスポーツ、体験活動等の機会を得ら
れるよう本事業を有効に活用して下さい。

土曜・放課後活動等
NO. 学校名 活動名

1 東京学芸大学附属特別支援学校 土曜スポーツクラブ

2 滋賀大学教育学部附属特別支援学校 みんなと楽しく踊ろう！茶道入門

3 山口大学教育学部附属山口小学校 学年活動

4 高知大学教育学部附属特別支援学校 親子で陶芸・クリスマスリース作り・木工作品作り

5 長崎大学教育学部附属特別支援学校 音楽教室・長崎大学学園祭「長大祭」・もちつき大会

6 宮城教育大学附属小学校 きれいな学校　「緑と花いっぱいになあれ」

7 筑波大学附属大塚特別支援学校 NEW DISCOVERY　～挑戦してみよう～

8 愛知教育大学附属名古屋小学校 おやじの会　第1回～第3回・海外交流事業
（晋州教育大学校附設初等学校　児童交流）

9 鹿児島大学教育学部附属特別支援学校 放課後スポーツ活動　FSC（附特スポーツクラブ）・親子ふれあい
活動

10 静岡大学教育学部附属浜松小学校 放課後体力づくりプログラム事業「ファミリーバレーボール愛好会」

11 三重大学教育学部附属小学校 親子で参加！デイキャンプ！～作って遊んで学んで～・除草、清
掃活動・学校に泊まろう準備会

12 滋賀大学教育学部附属小学校 親子の絆会　～木工教室・レゴ教室・光グミつくり教室・レゴで
エネルギーを学ぼう～

13 大阪教育大学附属幼稚園 親子で幼稚園整備と清掃活動（全3回）

14 福岡教育大学附属幼稚園 課外活動「餅つき大会と思い出作り」「さつまいも栽培とさつまい
もスタンプカード配布」

15 熊本大学教育学部附属中学校 生徒とPTAによる土曜・放課後活動

16 福島大学附属幼稚園 「ピザ窯作り」「和太鼓体験」

17 上越教育大学附属中学校 学年親子活動

18 鳴門教育大学附属幼稚園 ちからいっぱい夏期保育

カンガルーシップ活動助成金事業
　校種を越えて、子ども・教師・保護者が連携を持ち、障がいに対する「理解」を
基盤とし「共生」を育む活動です。
　助成金には「理解プロジェクト活動助成金」「共生プロジェクト活動助成金」「就
労支援のための活動助成金」、発達障害、学習障害への理解を推進する「ネイバー
サポート活動助成金」を実施しております。

カンガルーシップ活動（理解プロジェクト）
NO. 学校名 活動名
1 佐賀大学教育学部附属特別支援学校 学習発表会
2 愛媛大学教育学部附属特別支援学校 学校祭
3 宮城教育大学附属特別支援学校 ふとくまつり

4 埼玉大学教育学部附属特別支援学校 親父の会主催「七夕竹飾りと親子レクリエーション」
～第47回大宮日進七夕まつりへの出展・参加～

5 山梨大学教育学部附属特別支援学校 きりの子マルシェ・きりの子バザール

6 筑波大学附属大塚特別支援学校
出張カフェ part2 ！
～出張カフェで筑波大学茗荷谷キャンパスの皆さん、老人ホーム
の方々、地域の皆さんにサービスしよう～

カンガルーシップ活動（共生プロジェクト）
NO. 学校名 活動名
1 愛媛大学附属高等学校 「みかんの家」交流作業
2 愛知教育大学附属特別支援学校 サツマイモのつるさし・収穫祭
3 香川大学教育学部附属坂出小学校 「きっとできる木工教室」「親子カヌー教室」
4 高知大学教育学部附属中学校 第29回　附属まつり
5 宮城教育大学附属幼稚園 宮城教育大学附属特別支援学校訪問
6 宮城教育大学附属幼稚園 宮城教育大学附属特別支援学校生徒と幼稚園児との交流
7 京都教育大学附属幼稚園 5歳児　親子園外保育

8 大阪教育大学附属幼稚園
1）畑の草取り、畝作り 2）サツマイモの苗付け
3）夕べのつどい 4）ふようバザー
5）PTAクラブ発表会および学校見学 6）焼き芋大会
7）すもう会

9 愛媛大学教育学部附属特別支援学校 交流及び共同学習、バザーへの出店
10 富山大学人間発達科学部附属幼稚園 七夕コンサート

11 山形大学附属幼稚園 もっともっとなかよくなろう！
（交流活動・バザー参加＆メンテナンス）

12 筑波大学附属駒場中学校 児童・生徒の交流会及びインクルーシブ・ワークショップ

カンガルーシップ活動（就労支援プロジェクト）
NO. 学校名 活動名
1 愛知教育大学附属特別支援学校 進路に関する学習会

2 金沢大学人間社会学域学校
教育学類附属特別支援学校 我が子の、卒業後の「しごととくらし」を考える（計4回）

3 愛媛大学教育学部附属特別支援学校 進路に関する保護者学習会・職場懇談会・職場見学会

4 福井大学教育学部附属特別支援学校 ①子育て支援学習会 ②事業所見学会
③夏季休業中の体験実習 ④福祉制度学習会

5 鹿児島大学教育学部附属特別支援学校 進路に関する勉強会（①進路研修視察　②夏の講演会）

6 岡山大学教育学部附属特別支援学校 ①研修旅行（事業所見学） ②進路を考える会
③事業所ファイルの作成

7 大阪教育大学附属特別支援学校 ①PTA研修会　②PTA進路研修会　③PTA施設見学会（春）
④PTA施設見学会（冬）⑤夏休み体験実習　⑥PTAふようバザー

8 筑波大学附属大塚特別支援学校 ①進路に関する学習会　リゾートトラスト（株）北沢　健様
②事業所見学会　WUサービス

カンガルーシップ活動（ネイバーサポートプロジェクト）
NO. 学校名 活動名
1 愛知教育大学附属特別支援学校 特別支援教育公開セミナー
2 香川大学教育学部附属坂出小学校 講演「発達障がいを理解して」（PTA家庭教育学級）
3 岐阜大学教育学部附属小学校 教養委員会と合同開催の濱島秀行氏の特別講演とミニコンサート

　
P
T
A
会
員
約
2
0
0
名
の
参
加
の
も

と
、
中
学
生
の
ス
マ
ホ
事
情
に
詳
し
い
、

熊
本
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
の
田
中
慎

一
朗
先
生
を
迎
え
、
現
代
の
ス
マ
ホ
事
情

や
、
い
じ
め
に
つ
な
が
ら
な
い
使
用
法
や

家
庭
内
で
の
留
意
点
な
ど
、
特
に
気
を
つ

け
た
い
こ
と
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

い
た
。

　
ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
持
た
せ
始
め

の
1
年
間
が
多
く
、
そ
の
時
期
に
家
庭
内

で
ル
ー
ル
を
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
実
例

を
も
と
に
注
意
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
急
速
に
広
ま
る
S
N
S
時
代
に
お
い
て

は
、
自
己
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
が
必

要
で
あ
り
、
そ
れ
は
ス
マ
ホ
の
使
用
時
に

限
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
お
け
る

社
会
生
活
に
お
い
て
も
そ
の
力
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

「
ピ
ザ
窯
作
り
」

　
野
外
活
動
の
専
門
家
を
講
師
と
し
て
招

き
実
施
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
難
し
い

活
動
か
と
思
わ
れ
た
が
、
レ
ン
ガ
積
み
や

装
飾
用
の
石
を
集
め
る
な
ど
、
各
々
が
で

き
る
こ
と
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
自

身
、
ど
ん
な
も
の
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
と

想
像
し
、
期
待
に
胸
膨
ら
ま
せ
、
そ
し
て

喜
び
を
体
感
で
き
た
活
動
で
あ
っ
た
。

「
和
太
鼓
体
験
」

　
年
長
児
が
P
T
A
主
催
の
夏
祭
り
に
て

盆
踊
り
太
鼓
を
発
表
す
る
に
あ
た
り
、
基

礎
的
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
地
元

「
太
田
町
雷
神
太
鼓
保
存
会
」
の
方
々
を

招
き
、
3
回
の
太
鼓
教
室
を
行
っ
た
。
日

本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
和
太
鼓
に
触
れ
、

迫
力
あ
る
生
演
奏
を
身
近
で
体
験
す
る
と

と
も
に
、
夏
祭
り
当
日
は
櫓
の
上
で
、
こ

れ
ま
で
練
習
を
積
ん
だ
年
長
児
25
名
が
演

奏
を
披
露
で
き
た
こ
と
で
地
域
の
伝
統
行

事
へ
の
親
近
感
も
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

〈
い
じ
め
対
策
活
動
事
例
紹
介
〉�

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

〈
土
曜
・
放
課
後
活
動
事
例
紹
介
〉�

福
島
大
学
附
属
幼
稚
園

平成30年度 全附P連助成金事業報告
平成30年度に全国で実施された助成金事業を紹介します。
またリスト中の活動についても、一部全附P連ホームページ
でも紹介しています。ぜひご覧下さい。

ピザ窯作り・和太鼓体験 中学生のスマホ・SNS事情
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カンガルー保険のご案内2019年度
中途加入受付中

団体総合生活保険
任意加入制度
24時間補償

保険期間

加入対象者

加入手続き
申込締切日

全員加入制度

全国国立大学附属学校園の幼児・児童・生徒の保護者の皆様へ この保険は全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会の団体保険です。

詳細につきましては、パンフレットをご覧ください。

東京海上日動火災保険株式会社】社会険保受引【
（担当課）公務第二部文教公務室 〒102-8014 東京都千代田区三番町6－4　TEL：03－3515－4133　FAX：03－3515－4132

損害保険ジャパン日本興亜株式会社【引受保険会社】
団体・公務開発部　第三課　〒160-8338 東京都新宿区西新宿１-26-1　TEL:03－3349－9588　FAX:03－6388－0162

2019年４月１日午後４時から2020年４月１日午後４時まで１年間
※随時ご加入いただけます。（お申込日にかかわらず、補償は2020年４月１日午後４時に終了します。）
※ご加入ご希望の方は、取扱代理店までお問い合わせください。

※パンフレットのご請求、保険料につきましては、取扱代理店までお問い合わせください。

①全国国立大学附属学校園に在籍の幼児・児童・生徒　
②本制度にご加入いただいた上記①の兄弟で、公・私立の幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特

別支援学校に通われている幼児・児童・生徒（ご加入時に満３歳以上から満１８歳以下の方に限ります。）
パンフレット差込の加入依頼書にご記入・ご捺印（銀行届出印）のうえ、返信用封筒にてご返送ください。
随時ご加入いただけます。（お手続きの翌月１日（午後４時）からの補償開始となります。）　

保険期間 2019年６月１日午後４時から2020年６月１日午後４時まで
※「カンガルー保険（全員加入制度）」は全国国立大学附属学校PTA連合会を保険契約者、損害保険ジャパン

日本興亜株式会社を引受保険会社とし、学校契約団体傷害保険、傷害総合保険、PTA団体傷害保険、賠償責
任保険（PTA特約、PTA管理者特約、生産物特約）をそれぞれ組み合わせて加入する補償制度のペットネームです。

※この広告は概要を説明したものとなります。詳細はパンフレットをご覧くださるか、取扱代理店または損保ジャパ
ン日本興亜までお問い合わせください。

約50％割引
全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会

が窓口の団体契約なので、
保険料が約50％割安です。

・団体割引：30％ ・損害率による割引：25％
・大口団体契約割引：10% 適用

２４時間補償
お子様を取り巻く様々なリスクに

対応した安心のための
２４時間補償制度です。

園児・児童・生徒、教職員の
皆様のケガなどを補償する

園児・児童・生徒・教職員
総合補償制度

PTA活動に参加中の
ご両親・教職員の皆様のケガや

賠償事故を補償する
PTA活動総合補償制度

・保険料のお支払は、　　 
便利な「口座振替方式」

・更新のお手続きは、         
便利な「自動更新」です。

1 2 3園児・児童・生徒、教職員の
皆様を犯罪事故からお守りする

犯罪被害事故
見舞補償制度

ただ今
募集中！

カンガルー保険・取扱代理店の
お問合せ先

《北海道・東北・関東・北信越・四国地区》

株式会社 第一成和事務所
東京都中央区日本橋久松町11-6
日本橋TSビル 8F

《東海・近畿・中国・九州地区》

海上商事 株式会社
東京都渋谷区代々木２-１１-１５
新宿東京海上日動ビルディング０１２０-１００-４９２ ０１２０-７４５-７４８

簡単・便利！ ※個人での加入はできません。

（学校契約団体傷害保険、賠償責任保険PTA特約）
（普通傷害保険PTA団体傷害特約、
　賠償責任保険PTA管理者特約、生産物特約）（傷害総合保険）

2019年3月作成
18-TC05232 SJNK19-00016　2019年4月1日

この広告は団体総合生活保険の概要についてご紹介したものです。
ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
ご不明な点等がある場合には、代理店までお問い合わせください。
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岡
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大
竹
昌
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中

委
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長

中
村
裕
治
北
海
道
教
育
旭
川
中

副
委
員
長

高
橋
　
望

佐
賀
小

副
委
員
長

三
谷
聖
一

筑
波
高

　
令
和
元
年
6
月
1
日
。
こ
の
日
は
爽
や

か
な
春
風
が
流
れ
る
中
、
埼
玉
大
学
に
於

い
て
全
附
P
連
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
附
P
連
は
呉
本
前
会
長
か
ら
神
余

新
会
長
へ
と
引
き
継
が
れ
、
新
体
制
の
も

と
令
和
元
年
度
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
当
日
、
会
場
で
今
年
も
さ
ら
に
厚
み
を

増
し
た
総
会
資
料
を
目
に
す
る
と
き
、
こ

の
一
年
間
の
活
動
に
お
い
て
全
附
連
だ
け

で
な
く
全
国
の
国
立
大
学
附
属
学
校
園
や

P
T
A
、
大
学
、
関
係
省
庁
の
方
々
、
関

係
諸
団
体
の
方
々
や
そ
の
他
本
当
に
数
多

く
の
方
々
の
ご
尽
力
、
ご
苦
労
に
感
謝
の

気
持
ち
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
瞬
間
で
も
あ

り
ま
す
。

　
新
元
号
「
令
和
」
が
始
ま
っ
た
今
年
度
。

「
不
断
の
改
革
と
周
知
」
こ
れ
を
胸
に
こ

れ
ま
で
培
っ
た
経
験
や
仲
間
の
広
が
り
を

基
礎
に
さ
ら
に
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん
で
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
前
を
み
て

進
む
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
先
人
が
築

い
て
く
れ
た
日
本
の
公
教
育
の
基
礎
や
思

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
そ
し
て
本
当
に

子
ど
も
た
ち
に
大
切
な
こ
と
、
ま
た
地
域

や
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
き
ち

ん
と
理
解
し
、
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
や
情
報
を
全
国
の
地
域
や
社
会
に
正

確
か
つ
迅
速
に
、
ま
た
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。「
不
断
の
改
革
と
周
知
」

の
「
周
知
」
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
私
た

ち
広
報
活
動
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
情
報
化
社
会
の
中
、
平
成
か
ら

令
和
に
時
代
は
変
わ
っ
て
も
大
切
な
こ

と
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
き
ち
ん
と

見
極
め
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と

国
立
大
学
附
属
学
校
園
の
未
来
、
そ
し
て

こ
の
国
の
未
来
の
た
め
、
さ
ら
な
る
充
実

と
発
展
を
目
指
し
た
広
報
活
動
を
展
開
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。…

（
中
村 

裕
治
）

　子どもたちとこの国の未来のために～今、附属がめざす「共生」～をスローガンに、第10回全国大会
を開催します。一昨年、国立教員養成大学・学部、大学院、附属学校の改革に関する有識者会議の報告
書が公表され、公私立とは異なる国立大学附属学校としての存在意義・役割・特色の明確化が求められ
ています。国立大学附属学校として、地域に根付いた「共生」が求められている今、この大会で共に学
び、情報を交換し、この国の未来について考察します。多くの皆様のご参加を心よりお待ちしていま
す。また、次号の『附属だより』で皆様に報告させていただきます。（谷田部秀男）

全附Ｐ連PTA研修会 第10回全国大会 10月４日（金）～５日（土）
ハイアットリージェンシー東京

日程
場所

第九回
全国大会
の様子

9:30 10:30 12:00 開会（13:00）

55分

90分

60分

90分

115分 90分

90分 100分 120分

13:55 14:20 15:50 16:20 18:30 20:30
第１日 10月4日（金）

受付
昼 

食
休 

憩
休 

憩
休 

憩
オプションプログラム
教育後援会基本セミナー
あいサポーター研修

臨時総会
受付

附属セミナー
基調講演開会式典

〈パネル展示〉絵画・作文コンクール入賞作品・特支記念品展示

〈パネル展示〉絵画・作文コンクール入賞作品・特支記念品展示 13:30 展示終了

情報交換会
特別分科会

テーマ別分科会
1～5

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

8:30 9:00 10:30 10:50 閉会（12:45） 13:00 14:30
第２日 10月5日（土）

Ⅵ Ⅶ Ⅷ

受付 休 

憩
本講演1

クロージングセミナー
本講演2

教育シンポジウム

オプションプログラム
幼稚園、特別支援希望者対象
ランチミーティング

附属学校のすべて国立
大学

附属学校の先進教育国立
大学

国立大学附属学校がわかる！ムック本！

「国立大学附属学校のすべて」：  ISBN 13: 978 4924508255
「国立大学附属学校の先進教育」： ISBN 13: 978 4924508262

好評発売中!

全国国立大学附属学校
教育後援会連絡協議会総会

報
告

　
令
和
元
年
度
の
全
国
国
立

大
学
附
属
学
校
教
育
後
援
会

連
絡
協
議
会
の
総
会
が
6
月

1
日
埼
玉
大
学
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
一
昨
年
の
10
月

の
全
国
大
会
に
て
設
立
さ
れ

た
当
会
で
す
が
、
昨
年
の
総

会
に
お
い
て
私
が
理
事
長
を

拝
命
し
て
か
ら
早
や
一
年
が

経
ち
ま
し
た
。
寄
付
金
募
集

活
動
の
レ
ベ
ル
の
向
上
、
問

題
点
の
解
決
、
改
善
を
目
指

し
教
育
後
援
会
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
発
行
な
ど
啓
蒙
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
会
員
の

皆
さ
ま
の
お
手
伝
い
が
で
き

る
よ
う
な
後
援
会
で
あ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

…

理
事
長
　
小
出 

克
元

で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に

ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
を
行

い
共
生
社
会
に
向
け
て
一
人

一
人
が
貢
献
で
き
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
平
成
29

年
に
、
和
歌
山
大
学
教
育
学

部
附
属
中
学
校
か
ら
生
徒
向

け
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
の

研
究
が
始
ま
り
、
平
成
31
年

に
は
福
島
大
学
附
属
中
学
校

で
、
募
集
に
先
駆
け
て
1
年

生
～
3
年
生
の
生
徒
、教
員
、

保
護
者
の
4
2
0
名
に
あ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、保
護
者
、教
職
員
、

地
域
の
方
向
け
の
あ
い
サ

ポ
ー
タ
ー
研
修
も
引
き
続
き

募
集
を
し
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。…

（
増
田
　
梓
）

　
鳥
取
県
で
始
ま
っ
た
こ

の
運
動
は
、
障
が
い
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実

現
を
目
指
し
た
も
の
で

す
。
障
が
い
の
事
を
よ
く

知
り
、
障
が
い
の
あ
る
方

に
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け

を
実
践
す
る
運
動
で
す
。

全
附
P
連
は
鳥
取
県
知
事

と
連
携
協
定
を
結
び
、
こ

の
普
及
に
向
け
た
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
あ
い
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
モ
デ
ル
校
を

募
っ
て
い
ま
す
。
児
童
・

生
徒
た
ち
が
あ
い
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
り
地
域
や
社
会

つ
な
げ
よ
う
、や
さ
し
さ
の
カ
タ
チ

�
広
げ
よ
う
、あ
い
サ
ポ
ー
ト
の
輪

あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
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